
明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

|＇
中
国
地
方
一
山
村
に
お
け
る
事
例
研
究
ー
ー

明
治
期
の
国
家
権
力
に
よ
る
宗
教
政
策、

と
り
わ
け
神
社
政
策
は、

近
代
日
本
の
政
治、

社
会、

思
想
な
ど
の
中
心
的
文
化
領
域
に
広

範
且
つ
深
甚
な
る
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て、

多
元
的
な
視
点
か
ら
研
究
対
象
と
さ
れ
て
吾
た。

本
論
は
そ
の
政
策
の
う
ち、

と
く
に

神
社
の
廃
合、

即
ち
廃
社
と
合
祀、

も
し
く
は
再
編
の
具
体
的
な
実
施
経
過、

並
び
に
そ
れ
が
地
域
社
会
に
及
ぼ
し
た
宗
教
的
・

社
会
的

影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る。

神
社
の
廃
合
は
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
普
及
・

浸
透
の
有
効
な
手
段
と
し
て
機
能
し
た
の

み
な
ら
ず、

地
域
社
会
の
歴
史
的
・

伝
統
的
な
宗
教
体
制
を
大
幅
に
改
変
し、

宗
教
的
・

道
徳
的
価
値
観
に
も
根
本
的
な
変
更
を
加
え
る

も
の
で
あ
っ
た。

こ
こ
で
は、

こ
の
よ
う
な
神
社
の
廃
合
と
そ
の
反
響
を、

信
仰
現
象
に
お
け
る
変
化
と
し
て
捉
え、

人
々
の
信
仰
生
活

の
実
態
に
即
し
な
が
ら、

こ
の
政
策
の
意
味
を
浮
彫
り
に
し
た
い
と
思
う。

言
う
ま
で
も
な
く、

国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
神
社
を
場
と
し
て、

ま
た
は
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
み
ず
か
ら
を
具
象
化
し、

国
民
的
支
配

の
実
効
を
示
そ
う
と
し
た
の
が
神
社
神
道
で
あ
っ
た。

こ
の
場
合、

国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
そ
れ
と
し
て
抽
出
し
て
論
ず
れ
ば、

そ
の
宗

教
性
を
め
ぐ
っ
て
見
解
の
相
違
も
生
ず
る
で
あ
ろ
う
し、

実
際
に
生
じ
も
し
た
が、

神
社
神
道
と
い
う
そ
の
現
実
的
表
象
形
態
に
即
し
て

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

＿
‘
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部
分
が
多
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

断
わ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

み
る
な
ら
ば
、

――
 

、
、
、
、
、
、
、
、

そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
人
々
の
宗
教
生
活
に
関
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
か
え
れ
ば
神
社
神
道
と
し
て
の
国
家

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
固
有
の
信
仰
内
実
と
伝
統
行
事
を
有
す
る
神
社
信
仰
に
、

み
、
そ
の
固
有
の
信
仰
と
行
事
を
、
時
に
は
駆
逐
し
、
時
に
は
懐
柔
し
て
、
結
局
は
そ
こ
を
お
の
が
根
拠
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
必
然
的
に
神
社
そ
の
も
の
の
性
格
の
変
化
、

そ
し
て
神
社
と
不
可
分
の
宗
教
的
観
念
、
た
と
え
ば
神
観
念
や
祭
り
、
祈

り
、
浄
稿
、
御
利
益
な
ど
と
い
っ
た
観
念
の
変
化
を
も
生
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、

に
属
す
る
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
本
論
は
つ
と
め
て
そ
う
し
た
事
実
に
注
目
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

ひ
と
ま
ず
宗
教
史

右
の
よ
う
な
、
神
社
の
廃
合
を
地
域
社
会
の
生
活
実
態
と
関
連
さ
せ
た
研
究
領
域
に
は
、
既
に
す
ぐ
れ
た
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、

(
1
)
 

本
研
究
も
そ
れ
ら
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
イ
ン
テ
ン
シ
ヴ
な
観
点
に
立
っ
て
、
特
定
の
地
域
に
つ
い
て
の
実

(2) 

態
報
告
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
「
現
在
、
「
神
社
整
理
」
の
村
落
次
元
で
の
事
例
研
究
は
吾
わ
め
て
少
な
い
」
と
い
う
状
況
は
率
直
に
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
し
、
し
て
み
れ
ば
い
ま
何
よ
り
も
必
要
な
の
は
、
比
較
や
一
般
化
の
た
め
の
事
実
や
デ
ー
タ
を
ふ
や
す
こ

と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
論
の
方
法
論
は
、
行
政
文
書
や
行
政
記
録
の
分
析
を
通
し
て
、
神
社
の
廃
合
の
実
態
と
そ
の

影
響
を
理
解
し
、

且
つ
再
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
な
方
法
論
が
要
求
の
す
べ
て
に
応
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
は

対
象
と
し
て
選
ん
だ
地
域
は
、
現
在
の
島
根
県
飯
石
郡
掛
合
町
で
あ
り
、
そ
の
選
択
の
理
由
は
、
関
係
史
料
に
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
神
社
の
廃
合
が
か
な
り
徹
底
的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
反
応
に
興
味
あ
る
事
実
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
、
最

(
3
)
 

後
に
こ
の
地
域
の
神
社
は
一
社
を
除
い
て
、
す
べ
て
が
、
い
わ
ば
典
型
的
な
村
落
型
1
1

産
土
神
信
仰
型
で
あ
り
、
他
の
地
域
と
共
通
す
る

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、

い
わ
ば
割
り
込
む
形
で
入
り
込



本
論
で
利
用
し
た
文
献
史
料
は
す
べ
て
掛
合
町
役
場
所
蔵
の
も
の
で
、
主
な
も
の
は
布
達
類
お
よ
び
社
寺
例
規
綴
（
掛
合
・
波
多
二
村

分
）
、
社
寺
朋
細
帳
（
同
）
、
庶
務
部
社
寺
綴
（
松
笠
村
）
、

書
指
令
終
（
波
多
村
）
お
よ
び
神
社
禁
日
神
賑
届
（
掛
合
村
）
で
あ
り
、
と
く
に
最
後
の
一
二
点
は
、

た
め
の
好
個
の
材
料
で
あ
る
。

社
寺
部
雑
款
（
波
多
村
）
、

二
、
対
象
地
域
の
概
況
と
神
社
の
歴
史

社
寺
諸
願
伺
届
書
（
掛
合
村
外
二
村
分
）
、
願
伺

掛
合
町
は
島
根
県
の
東
南
部
を
占
め
る
飯
石
郡
の
中
央
に
位
置
し
、
東
は
同
郡
吉
田
村
、
北
は
同
郡
三
刀
屋
町
、
南
は
同
郡
頓
原
町
と
、

そ
し
て
西
は
簸
川
郡
佐
田
町
と
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
す
る
（
図
1
)
。
現
在
、
東
西
―
一
・
ニ

km
、
南
北
一
四
・
五

km
か
ら
な
る
町
域
の

87%

が
山
林
原
野
で
あ
り
、
北
流
し
て
斐
伊
川
に
注
ぐ
三
刀
屋
川
お
よ
び
そ
の
支
流
の
松
笠
川
の
流
域
と
、
西
北
に
流
れ
て
神
戸
川
に
合
す
る

波
多
川
の
流
域
を
中
心
に
し
て
耕
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
主
な
集
落
は
、
掛
合
、
波
多
、
入
間
、
穴
見
、
松
笠
そ
れ
に
多
根
の
各
地
区

に
あ
る
が
、
総
じ
て
山
地
に
よ
っ
て
互
い
に
隔
離
さ
れ
た
り
、
分
散
し
て
い
る
（
図
2
)
。

こ
の
地
域
の
反
応
や
諸
事
情
を
知
る

明
治
期
に
お
け
る
行
政
区
劃
の
推
移
は
、
ま
ず
廃
藩
置
県
に
伴
っ
て
藩
制
村
は
区
に
分
け
ら
れ
、
掛
合
村
、
多
根
村
は
第
二
八
区
、
松

笠
村
は
第
二
九
区
、
穴
見
村
、
入
間
村
は
第
三

0
区
、
そ
し
て
波
多
村
は
第
三
二
区
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
の

さ
い
に
は
、
掛
合
村
、
多
根
村
、
松
笠
村
と
、
波
多
、
入
間
、
穴
見
の
三
村
の
統
合
に
よ
り
波
多
村
が
成
立
し
た
。
な
お
、
現
在
の
掛
合

町
は
、
昭
和
二
六
年
四
月
に
掛
合
村
、
多
根
村
、
松
笠
村
が
合
併
し
て
掛
合
村
と
な
っ
た
あ
と
、
同
年
八
月
に
町
制
を
し
い
て
で
吾
た
も
(
4
)
 

の
で
、
さ
ら
に
昭
和
一
―

J
O
年
に
は
波
多
村
と
合
併
し
た
。
明
治
四

0
年
の
総
人
口
は
五
、
七
七
一
人
、
戸
数
は
一
、
一
六

0
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
の
神
社
に
関
す
る
最
も
古
い
記
録
は
「
天
平
五
年
二
月
舟
日
勘
造
」
の
奥
書
を
も
つ
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
、
そ
こ
に
「
狭

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響



し
て
、
そ
こ
に
驚
く
べ
含
類
型
を
発
見
し
、
そ
の
類
似
性
の
よ
っ
て
き
た
る
根
源
を
「
さ
ら
に
根
深
い
共
通
の
信
仰
心
理
と
精
神
」
に
求

(
6
)
 

め
た
。
博
士
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
神
も
し
く
は
神
格
の
遊
幸
に
対
す
る
信
仰
で
あ
り
、
な
か
で
も
出
雲
国
風
土
記
所
載
の
伝
承
は
、
遊
幸

伝
説
の
主
人
公
の
歴
史
化
の
程
度
が
も
っ
と
も
低
く
、
従
っ
て
「
古
い
共
通
の
信
仰
現
象
が
な
お
生
々
し
く
保
存
せ
ら
れ
」
て
い
る
と
い

か
つ
て
堀

長
社
」
と
「
穴
見
社
」
の
二
社
が
見
え
、
前
者
は
現
在
の
掛
合
町
佐
中
の
狭
長
神
社
、
後
者
は
同
町
穴
見
の
穴
見
神
社
（
旧
称
王
子
神

(
5
)
 

社
）
に
そ
れ
ぞ
れ
比
定
さ
れ
て
い
る
。

一
郎
博
士
は
、
常
陸
、
播
磨
、
出
雲
の
三
古
風
土
記
お
よ
び
豊
後
、
肥
前
の
両
国
風
土
記
を
、
地
名
伝
説
の
面
か
ら
比
較

図1 島根県東部図

四

図2 掛合町内図



(
7
)
 

う
。
そ
こ
で
右
の
文
脈
に
お
い
て
同
国
風
土
記
の
飯
石
郡
の
個
所
を
読
む
と
、
ま
ず
次
の
記
事
が
目
を
惹
く
。

五

郡
家
に
属
け
り
。
天
の
下
造
ら
し
し
大
神
、
大
穴
持
尊
と
須
久
奈
比
古
命
と
、
天
の
下
を
巡
り
行
で
ま
し
し
時
、
稲
種

を
此
処
に
堕
し
た
ま
ひ
き
。
故
、
種
と
い
ふ
。
神
亀
―
―
一
年
、
字
を
多
祢
と
改
む
。

(8) 

郡
家
の
西
南
の
か
た
一
十
九
里
な
り
。
波
多
都
美
命
天
降
り
ま
し
し
処
な
り
。
故
、
波
多
と
い
ふ
。

こ
の
記
事
は
、
普
遍
神
と
地
域
神
と
い
う
性
格
上
の
相
違
に
か
か
わ
ら
ず
、
神
の
来
臨
も
し
く
は
所
業
が
人
間
の
居
住
世
界
の
開
闘
を

も
た
ら
す
、
と
い
う
類
型
的
認
識
を
表
わ
し
て
い
る
。
地
名
起
源
が
同
時
に
、
人
間
の
居
住
可
能
な
世
界
の
起
源
を
も
意
味
し
た
こ
と

す

さ

の

を

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

は
、
須
佐
能
哀
命
が
「
須
佐
」
に
鎮
座
し
た
と
き
に
、
「
此
の
国
は
小
さ
含
国
な
れ
ど
も
、
国
処
な
り
。
故
、
我
が
御
名
は
石
木
に
は
著

(
9
)
 

け
じ
」
と
詔
り
た
ま
ふ
た
、
と
い
う
伝
説
に
も
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
人
間
世
界
（
国
）
は
、
そ
も
そ
も
の
成
立
ち
に
お
い
て
、
自
然
世
界

と
は
異
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
た
。
ど
ん
な
に
狭
い
範
囲
の
地
城
で
も
、
そ
れ
が
居
住
地
1
1

国
と
な
る
た
め
に
は
、
神
も
し
く
は
神
格

(10) 

に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
形
で
「
印
づ
け
」
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
も
っ
と
言
え
ば
「
聖
化
」
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
も
の

の
ご
と
く
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
八
束
水
臣
津
野
命
の
「
国
引
き
」
の
話
が

(11) 

人
口
に
膳
灸
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
大
規
模
な
国
造
り
事
業
と
し
て
は
、
「
神
須
佐
乃
烏
命
、
天
の
壁
立
廻
り
ま
し
し
苔
」
と
あ
る
の
を

見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先
に
引
い
た
多
祢
（
多
根
）
や
波
多
に
関
す
る
記
事
も
、
こ
の
よ
う
な
コ
ス
モ
ゴ
ニ
ー
の
一
端
を
示
す
も

の
と
解
釈
さ
れ
う
る
。

な
お
、
狭
長
社
も
穴
見
社
も
「
不
在
神
祇
官
」
の
社
で
あ
り
、
『
延
喜
式
神
名
帳
』
に
も
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、

こ
の
地
域
の
神
社
に
開
す
る
記
録
は
近
世
ま
で
途
絶
す
る
。
元
禄
年
間
の
、
入
間
村
の
八
重
山
神
社
の
遷
宮
に
関
す
る
記

波
多
の
郷

多
祢
の
郷

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
種
の
伝
承
と
し
て
、

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響



結
果
を
表
に
示
し
て
お
く
（
表
2
)
。

、明治初期の神社の合祀について

松 掛 多 村

笠 谷 祢 名

滝天荒大杢権若天勝神孟荒熊天八星六
神 子 神 野原所

神

明神廿正 十幡 社

八権 喜荻：：：：権 明朋
名ケ ケ

神社所森現現宮神 所現神宮神神

刀 波 竹 入 穴松 村

根 多 尾 間 見笠 名

金剣八都十八山大天大八天権荒

屋大
類二重

歳 歳
現 神 神
社

幡伎所山 幡神— 社

I 

子 明明権神明明 芦位~ —ヶ・ 
名

神神宮神現社神明神神宮宮 所

表
1

「
霙
陽
誌
」
（
巻
之
七
）
所
載
神
社

対
象
地
域
に
お
い
て
維
新
政
府
の
神
社
行
政
が
は
じ
め
て
史
料
の
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
別
格
と
合
祀
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の

こ
の
う
ち
別
格
に
関
し
て
は
、
掛
合
町
佐
中
に
鎮
座
す
る
狭
長
神
社
が
郷
社
に
列
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
選
に
漏
れ
た
神
社
の
中
に
は
不

満
を
抱
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
主
と
し
て
「
旧
郷
」
の
観
念
と
結
び
つ
け
た
神
社
の
理
解
に
あ
り
、
旧
多
根
村
の
多
根
神
社

、。
ょし
こ
の
地
城
の
基
本
的
な
神
社
信
仰
を
明
確
に
示
す
貴
重
な
史
料
と
言
っ
て

心
的
な
神
社
は
す
で
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
『
雲
陽
誌
』
は

こ
れ
を
、
神
社
の
合
祀
の
行
わ
れ
た
明
治
七
年
の
時
点
の
所
在
神
社
（
表

ち
か
ら
対
象
地
城
に
所
在
す
る
神
社
名
を
抜
合
出
し
て
み
る
（
表
1
)
。

ん
で
、
近
世
出
雲
国
の
社
寺
の
全
体
像
が
明
ら
か
と
な
る
。

い
ま
そ
の
う

六

録
（
巴
罪
己
）
と
松
笠
の
天
神
社
お
よ
び
滝
神
社
の
書
上
（
吐
―
-
）
が
残
っ

て
い
る
が
、
断
片
的
材
料
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
や
が
て
享
保

二
年
（
一
七
一
七
）

に
松
江
藩
の
黒
沢
長
尚
が
『
雲
陽
誌
』
を
著
す
に
及

2
)
と
比
較
す
る
と
、
数
の
上
で
は
圧
倒
的
に
少
な
い
が
、
各
集
落
の
中
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合

所

在

地

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

天権稲秋王八稲

子
神現荷葉 幡荷

神

社社社社社社社

秋

葉

社

金蛭荒来権八金熊

毘子成 屋野
神現幡
羅明天 子権

社神社王社社神現

稲

荷

社

狭

長

神

社

川

上

社

地

玉

明

神

大

歳

大

明

神

神

社

名

郷
社

一
社
格

表

2

明

治

初

期

の

神

社

明
七
・
六
・
五
狭
長
神
社
へ
合
祀

存

置
朋
七
•
六
・
五
狭
長
神
社
へ
合
祀

存

置

II II 

存

置

”
 

存

置
明
七
•
六
・
五
狭
長
神
社
へ
合
祀

”” 

存

置
明
七
•
六
・
五
狭
長
神
社
へ
合
祀

II 
存

廃

覧

若お天松

そ 笠

宮ろ神村

萱荒天日松

神 ノ芝

野広神焼前

堀牛梅田大下上多

ノ 徳多多根

田首原頭庵根根村

天

満

宮

一

村

社

八

転

社

菅

原

天

神

社

八熊火天 若野春

野
味

幡 守神，，宮宿日，＇
神 祢

社社社社社社社

村
社”
 

火三星多

原根
II 守穂
神神

社社社社

村
社

II 

ベゾ棚佐
リウ
メ

キ
田田中

竜

宮

社

金

毘

羅

社

大

歳

社

所

在

地

一

神

社

名

一

社

格

七

明
七
•
六
・
ニ
五
天
満
宮
へ
合
祀

＂ 
II 

明
七
•
六
・
四
熊
野
神
社
へ
合
祀

fl 

明
七
・
六
・
五
多
根
神
社
へ
合
祀

明
七
・
六
・
四
”

fl 

明
七
・
六
・
四
多
根
神
社
へ
合
祀

明
七
・
六
・
五
多
根
神
社
へ
合
祀

明
七
•
六
•
四
星
原
神
社
へ
合
祀

”
 

明
七
・
六
・
五
狭
長
神
神
へ
合
祀

＂ 
存

廃



は
、
明
治
十
年
八
月
に
村
地
誌
編
纂
の
資
料
と
し
て
提
出
し
た
同
社
の
由
緒
書
き
の
中
で
、

（
略
）
多
根
ノ
郷
卜
云
ヘ
ル
モ
営
二
多
根
一
村
J
ミ
ナ
ラ
ス
、
今
吉
田
・
懸
合
・
松
笠
・
須
所
・
坂
本
・
乙
加
宮
・
里
坊
・
根
波
・

”
 

（
字
名
不
明
）
”
 

宮波

多

内村

下王古穴

見

村神城村

棧

大塩貝鷲入

尾間

畠滝崎山村

オ殿山て

滝力
畑ん

ヶご
シ向崎上

所

在

地

稲熊波剣

荷野多
神

神神神

社社社社

穴

見

天

満

宮

穴

見

神

社

穴

見

八

幡

宮

八

重

山

神

社

入

間

天

満

宮

須

賀

神

社

須

貴

守

神

社

熊

野

神

社

滝三秋荒天

神穂葉神王

社社社社社

神

社

名

村
社”
 

村
社

II ” 
村
社＂ 

明
七
•
五II 

存

置

存解

置除

剣
神
社
へ
合
祀

村
社

社
格
―
＿
明
七
・
六
・
ニ
五
天
満
宮
へ
合
祀

（
不
明
）

明
七
・
六
・
ニ
五
天
満
宮
へ
合
祀

II 

存

廃

2
 
1注

記境
内
社
を
除
く

「
神
胴
堂
庵
解
除
合
祀
一
途
」
、
「
庶
務
部
社
文
書
、
松
笠
村
役
場
」
、

「
社
寺
明
細
帳
波
多
村
役
場
」
に
よ
り
作
成
。

刀

根
（
字
名
不
明
）

”
 

／，町 II
” 

（
字
名
不
明
）

”
 

郷

（
字
名
不
明
）
＂ 

金大大荒塞郷秋三荒塞荒柄八志山

屋 山歳 葉保 栗
許
ノ

子 神神神 神神神幡斐
神神 神神 神山神
神 神
社社社社社社社社社社社社宮社社

所

在

地

一

神

社

名

村
社

村
社

社
格

” 

明
七
•
五
刀
根
剣
神
社
へ
合
祀

II II 

存

置

明
七
•
五

一
保
神
社
へ
合
祀

＂ 

明
七
•
五
八
幡
宮
へ
合
祀

”
 

明
七
•
五
飼
神
社
へ
合
祀

fl 
存

廃

ノ‘



明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

次
い
で
政
府
は
祭
祀
機
関
と
し
て
の
神
社
の
整
備
に
着
手
し
、

九

別
所
九
箇
村
ナ
リ
ト
見
ユ
。
然
ル
ニ
過
ル
明
治
五
年
之
御
改
二
郷
社
之
社
格
ヲ
被
削
一
般
之
村
社
二
被
列
云
々

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
十
二
年
十
二
月
に
調
製
さ
れ
た
波
多
村
の
神
社
明
細
帳
に
は
同
村
の
剣
神
社
（
鱈
鱈
仁
戸
紐
撃
波
）
の
由
緒

本
社
ハ
獅
子
・
八
神
・
志
津
見
・
角
井
・
入
間
・
都
加
賀
・
刀
根
・
波
多
ノ
各
村
ノ
総
社
ナ
リ
。
就
テ
本
村
仙
道
八
ケ
村
波
多
郷
ト

と
あ
り
、

こ
こ
に
も
村
社
扱
い
に
対
す
る
不
適
意
が
読
み
取
れ
る
。
や
が
て
明
治
二
六
年
に
こ
の
神
社
が
昇
格
を
出
願
す
る
の
も
、
そ
れ

(12) 

の
表
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
含
よ
う
。

一
方
、
合
祀
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
中
央
政
府
の
施
策
遂
行
の
過
程
に
紆
余
曲
折
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
対
象
地
域
に
も
さ
ま
ざ
ま
に

反
映
し
て
、
い
っ
た
ん
合
花
・
解
除
さ
れ
た
神
社
が
公
式
・
非
公
式
に
復
旧
・
再
興
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
う
し
た

事
実
と
関
連
す
る
限
り
で
の
国
家
の
神
社
政
策
の
主
な
推
移
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
祭
政
一
致
を
国
家
の
基
本
体
制
と
定
め
た
維
新
政
府
は
、
明
治
四
年
五
月
十
四
日
に
、
祭
祀
権
の
掌
握
を
宣
言
す
る
劃
期
的
な

布
告
を
発
し
た
。
そ
れ
は
「
神
社
J
儀
ハ
国
家
J
宗
祀
ニ
シ
テ
一
人
一
家
ノ
私
有
ニ
ス
ベ
キ
ニ
非
ザ
ル
」
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
社
職
の

世
襲
は
「
祭
政
一
致
J
御
政
体
二
相
悸
リ
其
弊
不
勘
」
る
が
ゆ
え
に
、
「
伊
勢
両
宮
世
襲
J

神
官
ヲ
始
メ
天
下
大
小
J
神
官
社
家
二
至
ル

(13) 

迄
精
撰
補
任
」
す
る
制
度
に
改
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
で
は
官
国
幣
社
の
選
定
と
府
藩
県
社
お
よ
び
郷
村
社
の
指
定
、
つ

(14) 

ま
り
別
格
を
行
う
と
と
も
に
、
他
方
で
は
「
淫
詞
」
の
廃
止
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
場
合
「
淫
詞
」
の
定
義
は
と
く
に
付
さ
れ
て
は
い
な

い
が
、
お
そ
ら
く
明
治
二
年
一
＿
一
月
五
日
付
の
松
江
藩
伺
に
対
す
る
左
の
回
答
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

称
セ
リ
ト
棟
札
二
記
ス
ル
所
ナ
リ

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、



あ
っ
た。 指

令
二
年
月
日
霰

(
15)
 

神
典
正
史
二
被
載
候
諸
社
ハ
勿
論
所
由
ア
リ
テ
禁
来
候
霊
祠
等
ハ
淫
祠
卜
申
間
敷
筋
二
候
事

(
16)
 

や
が
て
明
治
五
年
に
社
寺
関
係
の
事
務
が
教
部
省
に
移
管
含
れ
る
の
に
伴
い、
神
社
の
整
理
も
同
省
の
所
管
事
項
と
な
り、
そ
の
さ
い

そ
の
対
象
と
さ
れ
た
神
社
は
「
別
段
J
由
緒
格
式
等
モ
無
之
社
寺
ニ
テ
従
来
及
衰
頻
永
続
難
渋
J
向
等
廃
合
J
所
分
允
当
二
全
ル
J
分」

(
17)
 

と
規
定
さ
れ、
そ
の
処
分
は
教
部
省
の
専
決
事
項
と
さ
れ
た。

と
こ
ろ
が
こ
の
整
理
事
業
は、
地
方
行
政
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
足
並
み
が
そ
ろ
わ
ず、
こ
れ
を
調
整
す
る
必
要
が
生
じ
た。
そ
の
事
情

社
寺
廃
立
ノ
儀
二
就
テ
ハ
（
略）
往
往
地
方
官
二
於
テ
ハ
其
主
旨
ヲ
誤
解
シ
専
ラ
廃
合
ヲ
而
已
主
張
勧
誘
致
シ
区
区
ノ
取
計
等
モ
有

(
18)
 

之
（
略）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に、
そ
こ
で
教
部
省
は
改
め
て
次
の
達
書
（
戸
樗
転
虹
い
日）
を
出
し
て、

整
理
の
基
本
方
針
を
示
し
た
の
で

神
社
寺
院
合
併
等
之
儀
者
事
由
明
細
取
調
教
部
省
へ
可
相
伺
旨
第
百
四
号
布
告
有
之
候
右
ハ
強
テ
合
併
可
致
ト
ノ
御
旨
意
ニ
ハ
無
之

従
来
氏
子
等
モ
無
之
社
殿
頗
敗
シ
無
檀
無
住
ニ
テ
堂
宇
破
壊
シ
又
ハ
小
社
小
寺
二
付
永
久
取
続
之
目
途
無
之
分
ハ
諸
般
故
障
之
有
無

(
19)
 

取
乱
シ
廃
合
之
適
宜
ヲ
勘
酌
シ
詳
悉
調
書
ヲ
以
テ
当
省
へ
可
伺
出
事
二
候
条
各
地
方
庁
区
区
之
処
分
無
之
様
可
致
候
事

し
か
し、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
事
態
は
改
善
を
み
ず、
つ
い
に
二
年
後
の
明
治
七
年
に
は、
神
社
の
合
併
を
す
べ
て
差
止
め
る
次
の
達
書

（
暉

翫）
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た。

社
寺
廃
合
之
件
二
付
テ
ハ
壬
申
炉
当
省
第
六
号
ヲ
以
相
達
候
趣
モ
候
処
諸
神
社
之
儀
往
往
由
緒
民
情
二
不
関
地
方
官
見
込
ヲ
以
合

1

0
 



併
伺
出
或
ハ
該
庁
限
リ
処
分
致
候
趣
届
出
候
向
モ
有
之
不
都
合
之
次
第
二
候
条
自
今
縦
ヒ
郷
村
社
以
外
ニ
テ
無
氏
子
J
分
タ
リ
ト
モ

合
併
之
儀
ハ
一
切
差
止
候
尤
社
殿
頗
敗
永
続
之
目
途
不
相
立
難
止
事
情
ニ
テ
最
寄
人
民
受
持
神
官
ヨ
リ
遷
座
合
祀
願
出
候
分
ハ
由
緒

但
合
併
伺
済
之
分
タ
リ
ト
モ
未
夕
著
手
不
致
向
ハ
処
分
見
合
更
二
民
情
篤
卜
取
乱
保
存
之
志
願
有
之
神
社
ハ
決
テ
合
併
相
成
候
条

(20) 

人
民
望
二
任
セ
其
旨
当
省
へ
可
届
出
候
事

こ
の
達
書
で
は
合
併
停
止
の
理
由
を
、
神
社
の
由
緒
や
民
情
に
対
す
る
地
方
官
の
無
理
解
と
独
断
に
よ
る
不
都
合
に
み
て
い
る
が
、
し

か
し
別
の
角
度
か
ら
こ
れ
を
み
れ
ば
、
現
実
の
神
社
お
よ
び
そ
の
信
仰
の
状
況
が
千
篇
一
律
の
処
置
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
複
雑
で
あ
り
、
そ
れ

だ
け
に
慎
重
な
配
慮
を
要
す
る
と
い
う
判
断
が
働
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
因
に
神
祇
官
は
明
治
一
＿
一
年
十
一
月
に
、
神
社
改
革

の
た
め
の
「
官
社
以
下
定
額
及
神
官
職
員
規
則
」
の
原
案
を
上
申
す
る
に
当
っ
て
、
中
央
お
よ
び
地
方
の
双
方
の
官
僚
が
互
い
に
「
迷

惑
」
し
な
い
た
め
に
も
、
「
大
網
」
を
立
て
る
こ
と
が
先
決
だ
と
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
「
追
追
各
地
ノ
難
易
ヲ
察
漸
漸
改
革
ヲ
遂
申
度
」

(21) 

い
旨
の
慎
重
な
態
度
を
も
示
し
て
お
り
、
そ
し
て
現
に
府
県
社
の
指
定
に
さ
い
し
て
も
、
大
蔵
省
が

府
県
社
ハ
一
府
一
県
ニ
―
社
卜
定
メ
其
已
下
ハ
御
社
二
準
シ
可
申
哉

と
問
合
わ
せ
た
（
豆
琵
）
の
に
対
し
て
、
神
祇
省
が

府
県
社
ハ
一
府
一
県
ニ
―
社
卜
定
メ
候
儀
二
無
之
土
地
柄
二
寄
候
テ
ハ
ニ
社
乃
至
三
四
社
モ
可
相
定
見
込
二
候

(22) 

と
回
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
各
地
方
庁
区
区
之
処
分
無
之
様
」
に
一
律
に
処
置
す
る
こ
と
と
、
各
神
社
の
由
緒
お
よ
び
土
地
柄
や

民
情
を
尊
重
し
考
慮
す
る
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
わ
け
で
、
政
府
の
方
針
は
し
ば
ら
く
こ
の
二
つ
の
立
場
の
間
で
動
揺
を
見
せ
て
い
る
。

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

並
社
地
建
物
等
委
詳
取
調
願
書
ヲ
モ
相
添
其
都
度
可
伺
出
此
旨
相
達
候
事



既
二
ニ
年
有
余
ノ
星
霜
ヲ
経
過
セ
シ
ヲ
以
テ
追
追
各
府
県
ヨ
リ
処
分
済
申
牒
ス
ル
所
ニ
ョ
リ
今
試
二
去
十
二
年
七
月
ヨ
リ
十
三
年
六

月
迄
一
周
年
J
景
況
ヲ
検
案
ス
ル
ニ
神
社
J
創
立
再
興
二
係
ル
モ
J
二
百
二
十
公
称
二
係
ル
モ
ノ
八
十
九
寺
院
J
創
立
創
立
再
興
二

係
ル
モ
ノ
百
六
十
三
公
称
二
係
ル
モ
J

二
十
六
通
計
四
百
九
十
八
叶
麟
戸
噸
戸
二
個
J
増
加
ヲ
致
セ
リ
是
皆
信
仰
J
帰
ス
ル
所
ニ
ョ

ル
ト
雖
モ
ー
ツ
ハ
以
軽
易
二
流
レ
濫
立
ノ
弊
居
多
ナ
ル
ヨ
リ
生
ス
ル
所
卜
存
候
（
略
）
去
十
一
年
一
朝
俄
二
府
県
二
委
セ
ラ
レ
シ
ョ

リ
歳
月
尚
浅
キ
モ
既
二
賂
多
ノ
増
加
ヲ
致
シ
此
上
数
年
ヲ
経
過
セ
ハ
更
二
高
数
二
上
ル
ハ
必
然
ニ
シ
テ
弥
将
来
維
持
二
堪
へ
難
キ
ノ

(24) 

恐
レ
ナ
シ
ト
セ
ス

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
十
三
年
十
二
月
十
三
日
付
の
第
六
一
号
府
県
達
書
に
よ
り
内
務
省
の
具
申
が
法
制
化
さ
れ
、
創

建
等
の
許
否
権
を
再
び
内
務
省
が
握
る
こ
と
と
な
り
、

い
わ
ば
中
央
集
権
的
な
体
制
に
逆
戻
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
十
一
年
に
「
社
寺
取
扱
概
則
」
を
公
示
し
て
以
来
、

た
と
え
ば
そ
れ
は
、
社
寺
の
創
建
、
再
興
、
復
旧
の
許
否
権
を
ひ
と
た
び
地
方
庁
に
与
え
な
が
ら
、
ほ
ど
な
く
再
び
内
務
省
の
手
に
取
戻

し
て
い
る
こ
と
の
う
ち
に
現
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
政
府
は
、
明
治
十
一
年
に
、
内
務
省
達
乙
第
五
七
号
で
「
社
寺
取
扱
概
則
」
を
制
定
し
、

社
寺
の
創
建
、
再
興
、
復
旧
の
許
否
に
関
わ
る
権
限
を
府
県
に
与
え
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
各
地
の
実
情
に
沿
っ
た
社
寺
行
政
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
社
寺
の
規
模
や
体
裁
に
開
す
る
島
根
県
の
伺

C
平
訊
印
）
に
対
し
て
は
、

建
物
坪
数
定
限
無
之
其
県
見
込
ヲ
以
テ
定
メ
苦
カ
ラ
ス

(23) 

と
い
う
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
二
年
経
っ
た
明
治
十
三
年
に
は
、
内
務
省
み
ず
か
ら
太
政
官
に
伺
を
立
て
、
社
寺
濫
立
へ
の
危
惧
を
理
由
に
、

社
寺
の
創
建
等
の
取
扱
い
は
「
主
務
J
省
へ
稟
請
シ
テ
後
処
分
ス
ベ
キ
」
事
項
と
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
即
ち
そ
の
伺
に
よ
れ
ば
、



構
に
関
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
本
論
の
対
象
地
域
に
お
い
て
は
、
明
治
七
年
の
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
集
中
的
に
合
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
（
表
2
参
照
）
。

(25) 

こ
れ
ら
の
地
域
の
う
ち
、
掛
合
村
と
多
根
村
を
含
む
第
二
八
区
で
は
、
同
年
五
月
に

合
祀
す
べ
き
神
祠
を
選
定
し
、
次
い
で
そ
れ
ぞ
れ
六
月
五
日
を
も
っ
て
合
祀
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
神
祠
の
持
主
お
よ
び
総
代
の
「
神
詞

堂
庵
合
祀
被
申
付
日
切
受
書
」
を
相
添
え
て
、
五
月
二
十
八
日
に
島
根
県
大
属
星
野
輝
資
が
巡
回
し
た
折
に
、
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。
し

か
る
に
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
教
部
省
の
第
二
三
号
達
書
に
よ
り
一
切
の
合
祀
が
停
止
さ
れ
る
直
前
に
当
っ
て

い
た
が
、
島
根
県
の
方
針
は
こ
れ
に
は
左
右
さ
れ
ず
に
遂
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
の
合
祖
の
対
象
と
さ
れ
た
神
社
が
ど
の
よ
う
な
実
情
、
実
態
を
呈
し
て
い
た
か
を
伝
え
る
十
分
な
史
料
は
な
く
、
た
だ
わ
ず
か

に
第
二
八
区
と
第
二
九
区
（
闘
）
の
神
社
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
属
を
示
す
史
料
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
所
属
は
、
素
朴
な
意
味
に

、
、
、

お
け
る
信
仰
圏
を
意
味
す
る
と
も
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
、
神
社
の
存
廃
の
根
拠
を
考
え
る
さ
い
の
―
つ
の
指
標
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

日
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
合
祀
の
対
象
と
さ
れ
た
神
社
は
別
格
社
以
外
の
神
社
で
あ
り
、
「
神
祠
」
の
呼
称
で
表
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
も
と
よ
り
こ
の
「
神
祠
」

の
観
念
は
明
確
さ
を
欠
い
て
い
る
。
そ
れ
は
護
持
者
（
氏
子
な
い
し
信
徒
）
に
よ
っ
て
、

（
個
人
持
）
か
集
団
（
組
持
•
町
持
）
か
、
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
神
社
の
体
裁
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
た
わ

け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
治
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
社
寺
取
扱
概
則
」
に
お
い
て
も
、
ま
だ
規
模
や
結

右
の
神
祠
を
合
祖
し
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。
明
治
五
年
の
教
部
省
達
第
六
号
の
規
定
、
即
ち
「
社
殿
頗
廃
」
お
よ
び
「
小
社
小
寺
二

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

こ
の
表
か
ら
、
さ
し
当
り
次
の
四
点
が
指
摘
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

る
。
こ
れ
を
表
3
に
示
し
て
お
く
。

「
神
祠
堂
庵
取
調
帳
」
を
作
成
し
て
、
存
置
お
よ
び

つ
ま
り
個
人
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存合存

” 置祀置

属
名

一

存

廃

組
持
惣
代
大
島
覚
四
郎

II 

＂
田
部
長
右
衛
門

＂
樋
口
与
一
一
一
郎

”

森

山

勝

次

右
八
幡
宮
境
内
に
あ
り

田
部
長
右
衛
門
持
分

組
持
惣
代
錦
織
為
市

大
島
弥
市
持
分

荒
木
伝
次
持
分

三
島
長
五
郎
持
分

田
部
長
右
衛
門
持
分

”
 

金
崎
平
四
郎
持
分

組
持
総
代
大
島
覚
四
郎

＂
森
山
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次
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潟
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境
内
田
部
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持
分

町
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代
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村
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村
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属
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谷
口
善
五
郎
持
分

組
持
惣
代
谷
口
善
五
郎

部
民
持
惣
代
山
口
助
一
一
一
郎

景
山
竹
五
郎
持
分

石
飛
紋
造
持
分

田
部
長
右
衛
門
持
分

組
持
惣
代
竹
下
荘
太
郎

町
持
惣
代
”

宗
円
寺
受

渡
辺
勘
平
持
分

岡
田
幾
四
郎
持
分

組
持
惣
代
板
垣
宇
一
1

一郎

白
築
文
十
郎
持
分

小
滝
為
市
為
永
常
造
持
分

金大来：：：：荒杵大 I神
屋成穂
仙 関神築歳 I祠
子天

神

社社王社社社社名

三
属

四



(27) 

付
永
久
取
続
之
目
途
無
之
分
」
に
該
当
し
た
の
か
ど
う
か
を
示
す
史
料
は
存
し
な
い
。

口
、
個
人
持
の
神
詞
は
例
外
な
く
す
べ
て
合
氾
の
対
象
と
さ
れ
た
。
神
社
を
公
共
の
崇
拝
対
象
と
み
な
そ
う
と
す
る
こ
と
が
時
の
政
府

の
意
向
で
あ
り
、

や
が
て
「
私
邸
内
等
二
自
祭
ス
ル
神
祠
仏
堂
へ
衆
庶
参
拝
」
す
る
こ
と
は
、
「
自
然
一
般
社
寺
同
様
之
姿
二
相
成
不
都

(28) 

合
候
」
と
い
う
理
由
で
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
第
二
八
区
吉
田
村
の
富
豪
田
部
長
右
衛
門
宅
地
内
に
あ

る
御
垣
社
の
祭
典
へ
の
衆
庶
参
拝
の
是
非
を
確
認
す
る
伺
が
、
同
区
の
戸
長
・
副
戸
長
よ
り
県
に
出
さ
れ
、
そ
の
結
果

堀牛梅田大多

ノ 徳根

田首原頭庵村

所

在

地

郡

石

原

郡

山

裾

前

松

尾

松

尾

畑

中

後
松
尾
田
上

佐

中

山

裾

佐

中
棚

田

ゾ
ウ
メ
キ
田

ベ
リ

春

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

日”

社

火：：：：：

／，宋穂

社社

合

” 
祀

竜

宮

社

大金天権稲秋王八

毘 子
歳神現荷葉幡
羅神

社社社社社社社社

合存合存合存合

” 
祀置祀置祀置祀

神

詞

名

一

存

廃

旧
神
官
屋
敷

太
田
福
助
持
分

白
築
文
重
郎
持
分

吾
郷
虎
七
持
分

”
 

板
垣
忠
右
衛
門
持
分

佐
藤
定
蔵
持
分

無
税
地

白
築
文
十
郎
持
分

組
持
惣
代
板
垣
忠
右
衛
門

白
築
文
十
郎
藤
原
定
市
持
分

無
税
地

秦
真
寿
美
持
分

白
築
新
太
郎
持
分

所

属

一
五

注
記
「
神
祠
堂
庵
解
除
合
祖
一
途
」
お
よ
び
「
庶
務
部
社
寺
文
書
、
松
笠
村

役
場
」
に
よ
り
作
成
。

オ殿山て若お松
畑ん

ヵヶ ご
シ向崎上宮ろ村

そ笠

三秋荒天菅八

原

穂葉神王天転

神

社社社社社社

荒天日松

神

火天

社社

ノ芝

広神焼前

II 

若野

味

守神／，宮宿 I:胴

祢

社社

”
 

（
不
明
）

合

祀”
 

合

”
 
祀
” 

合

”
 
祀

無
税
地
田
部
長
右
衛
門

三
浦
為
八
持
分

無
税
地
石
橋
倉
次
郎

田
部
長
右
衛
門
持
分

無
税
地
須
山
政
助

板
持
辰
五
郎
持
分

安
井
千
重
郎
持
分

村
中
持
分
願
主
石
飛
紋
十
郎

II ”
 

田
部
長
右
衛
門
持
分

所

在

地

神

名

存

廃

所

属



特
別
の
祭
儀
が
営
ま
れ
も
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

る。

但
平
素
懇
親
之
も
の
相
招
候
ハ
不
苦
候
事

(29) 

と
い
う
回
答
が
示
さ
れ
た
。

一
字
に
つ
吾

曰
、
「
存
置
」
の
扱
い
を
さ
れ
た
神
詞
は
、
組
持
、
町
持
の
も
の
あ
る
い
は
「
無
税
地
」
に
奉
斎
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
条
件
下
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
神
祠
が
同
じ
よ
う
に
処
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
吉
田
村
や
掛
合
村
の
場
合
に
は
、

社
が
ほ
ぼ
原
則
的
に
存
置
さ
れ
、
民
谷
宇
山
村
で
は
一
村
で
一
社
が
存
置
さ
れ
た
。
掛
合
村
で
は
存
置
さ
れ
た
神
祠
は
す
べ
て
、
明
治
十

三
年
一
月
調
の
神
社
明
細
帳
に
「
無
格
社
」
と
し
て
登
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
崇
敬
人
」
の
数
を
み
る
と
、
河
上
社
（
鱈
上
）
が
一
一
五
一

人
、
恵
美
須
社
（
声
臼
）
が
二
二
九
人
、
天
準
宮
（
饂
神
）
が
十
人
、
速
玉
社
（
匹
峠
）
が
九
一
人
、
そ
れ
に
稲
荷
社
が
二
三

0
人
と
な
っ
て
い

四
、
松
笠
村
お
よ
び
多
根
村
の
場
合
、
別
格
社
以
外
の
神
祠
は
こ
と
ご
と
く
合
祀
さ
れ
た
。

さ
て
、
次
に
合
祀
に
対
す
る
地
域
住
民
の
反
応
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
積
極
的
な
反
対
運
動
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
り
と
て
す

べ
て
の
ケ
ー
ス
が
円
満
且
つ
順
調
に
運
ば
れ
、
あ
と
に
何
ら
の
問
題
も
残
ら
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
な
か
に
は
公
式
に
復
旧
し
た
神
社
も
あ
れ
ば
、
非
公
式
に
再
興
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
し
、
そ
の
ほ
か
合
祀
さ
れ
た
神
々
の
た
め
に

ま
ず
、
入
間
村
大
畠
に
鎮
座
す
る
須
貴
守
神
社
は
、
神
社
明
細
帳
（
噸
芦
肛
工
年
）
に
よ
る
と
、

明
治
年
間
神
社
御
改
正
J
際
解
除
シ
其
後
信
徒
J
情
願
二
依
リ
同
十
二
年
三
月
許
可
ア
リ
復
旧
ナ
リ

と
あ
っ
て
、
正
式
の
手
続
合
を
経
て
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
措
置
は
、
そ
の
時
期
か
ら
推
し
て
、
お
そ
ら
く
先
に
ふ
れ
た

一
家
之
鎮
守
詞
へ
衆
庶
参
拝
ハ
不
相
成
事

一
六



「
社
寺
取
扱
概
則
」
の
第
一
条
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
復
旧
当
時
の
同
社
の
規
模
は
、
境
内
五
坪
、
．
本
殿
は
一
尺
五
寸
四
方
、
拝
殿

が
桁
一
間
三
尺
梁
一
間
三
尺
で
あ
り
、
信
徒
数
は
二
二
人
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
由
緒
と
し
て
次
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
詞
細
ー
。

往
昔
幾
年
J
創
建
卜
申
義
不
詳
、
尤
宝
暦
十
四
年
申
二
月
旧
藩
江
差
出
帳
簿
二
飯
石
郡
穴
見
村
本
間
弥
平
治
成
者
祭
祀
長
タ
ル
ノ
記

控
神
官
春
日
千
登
勢
方
二
有
之
、
然
レ
ト
モ
衆
ロ
ニ
ハ
未
ダ
以
前
良
古
昔
ヨ
リ
ノ
尊
社
卜
申
伝
ア
リ

一七

な
お
こ
の
神
社
は
、
明
治
末
期
に
も
同
村
の
天
満
宮
に
合
祀
さ
れ
る
が
、
神
の
不
機
嫌
を
理
由
に
ま
た
も
や
旧
地
に
戻
さ
れ
て
い
る
。

五
穀
豊
饒
・
子
孫
繁
殖
・
疫
病
退
除
に
霊
験
あ
り
、
と
い
う
理
由
で
再
興
さ
れ
た
吉
田
村
の
千
箭
観
音
堂
の
ケ
ー
ス
も
、
信
仰
対
象
は

神
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
時
期
の
庶
民
的
信
仰
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
見
す
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
明
治
十
年
八
月
二
七

日
に
島
根
県
に
提
出
さ
れ
た
「
千
箭
観
音
保
存
願
」
お
よ
び
「
同
副
書
」
に
よ
れ
ば
、
吉
田
村
字
大
吉
田
千
箭
に
桁
行
一
二
間
梁
二
間
の
規

模
の
堂
に
祀
ら
れ
て
い
た
聖
観
音
は
、
俗
に
千
箭
観
音
と
呼
ば
れ
る
、
「
人
民
共
有
ニ
シ
テ
衆
庶
信
向
ノ
仏
像
」
で
あ
っ
た
が
、
明
治
七

年
に
無
檀
無
住
J
堂
庵
の
廃
合
の
示
達
に
よ
り
、
そ
の
霊
体
は
本
堂
た
る
同
村
の
長
寿
寺
に
合
祀
さ
れ
た
。
し
か
る
に

「
爾
来
禍
害
ヲ
免

レ
ン
コ
ト
ヲ
祈
ル
ト
雖
ト
モ
其
験
甚
薄
キ
ヲ
覚
へ
随
テ
人
心
J
信
仰
ヲ
欠
ク
ヲ
以
テ
専
信
J
徒
以
為
ラ
ク
従
来
置
祀
J
千
箭
二
興
復
シ
以

自
他
冥
助
ヲ
祷
ラ
ハ
昨
年
J
如
キ
大
旱
魃
J

際
患
難
モ
亦
免
カ
ル
可
キ
ヤ
ト
興
復
奉
祀
J
念
頻
々
ト
シ
テ
止
マ
ス
」
。
そ
れ
ゆ
え
に
大
吉

田
谷
三
十
六
戸
の
者
が
同
心
し
て
、
堂
宇
修
繕
は
も
と
よ
り
維
持
費
を
支
弁
し
、
永
遠
保
存
の
方
法
を
講
ず
る
の
で
、
再
興
の
許
可
を
願

い
出
た
、
と
そ
の
事
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
堂
宇
復
旧
願
之
趣
聞
届
」
と
い
う
県
の
回
答
は
、
よ
う
や
く
明
治
十
二
年
一
舌
一
月
二
八
日

に
な
っ
て
出
さ
れ
た
が
、
小
社
小
寺
と
い
え
ど
も
、
そ
こ
に
精
神
生
活
の
拠
り
所
を
求
め
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
も

(30) 

の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
右
の
よ
う
な
正
規
の
手
続
き
を
踏
ま
ず
に
、
い
つ
の
間
に
か
復
興
さ
れ
た
と
お
ぽ
し
吾
事
例
が
い
く
つ
か
あ
り
、
当
然
の

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

略



に
し
て

さ
ら
に

い
伝
え
が
あ
る 。

（
亨
攣

冒）
に

の

る
天
主
山
な
る
も
の
あ
り 、
こ
れ
は
大
向
の
常
次
中
屋
の
定
太
郎
発
願
に
か
か
る
も
の

に
は
非
常
に
盛
な
り
し
も
の
A

如
く 、

慶
応
年
中
に
は
戦
も
拾
数
腕
を
奉
納
し 、

露
店
を
出
し 、

町
よ
り
も

多

り
が
復
活
し
た
と
い

も

と
し
て
記
ら
れ
て
い
て 、
三
月
と
九
月
の
十一
日
に

て
い
る 。
こ
の

は
病
気
の

と
あ
る
こ
の

「
て
ん
の
ふ
の
上

天
王
社」
で
あ
り 、

で

（

闘
響
戸

年）
の
一
文
に

ト
称
ス
所
J
小
詞
J
夜
祭
J
賑
ト
シ
テ
（
略）

も
と
よ
り 、

言
い
伝
え
も
な
い 。

奉納された織（筆者撮影）

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る 。
た
だ
し 、

こ
の

に
ま
つ
わ
る
史
料
は

郎

て
お
り 、

少
な
く
と
も

解
除
十
年
後
に
は
祭
杞
が
復
活
し
て

と
明
治
二
九
年
十
月
に

の
岡
田
氏
宅
に
は 、

明
治
十
七
年
八
月
二
八
日
に
こ
の
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
織

に

「
荒
神
社」
（
組
持
惣
代
竹
下
荘
太
郎）
で
あ
る 。
そ
し
て

に
効
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が 、

こ
れ
は
明
治
七
年
に

の
岡
田
敬
吉
氏
近
く
の
山
に
杞
ら
れ
て
い
る
「
荒
神
含
ん」

こ
と
な
が
ら
そ
う
し
た
神
社
は
明
細
帳
に
は

ら
れ
て
い
な
い 。

三
宝
荒
神
と

よ

（
伝
え
ら
れ
る
）

t

一

八



こ
れ
ら
の
神
社
の
復
旧
お
よ
び
祭
礼
の
執
行
に
関
し
て
、
と
く
に
行
政
や
治
安
の
当
局
よ
り
何
ら
か
の
措
置
が
と
ら
れ
た
と
い
う
記
録

は
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を
め
ぐ
る
ト
ラ
プ
ル
の
有
無
に
つ
い
て
も
、
何
ら
知
る
手
が
か
り
は
存
在
し
な
い
。

神
社
の
合
祀
に
対
す
る
地
域
住
民
の
反
応
に
は
、
以
上
の
ほ
か
に
も
う
一
っ
注
目
す
べ
含
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
合
祀
さ
れ
た
荒
神

を
鎮
撫
す
る
た
め
ら
し
い
祭
礼
が
営
ま
れ
た
こ
と
で
、
明
治
十
五
年
十
一
月
二
三
日
付
で
波
多
村
剣
神
社
の
氏
子
惣
代
本
間
伊
太
郎
外
ニ

名
お
よ
び
勝
部
健
一
社
掌
よ
り
掛
合
警
察
署
宛
に
出
さ
れ
た
「
七
座
神
賑
願
」
に
は
、

荒
神
に
は
、

明
治
六
年
に
合
祀
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
載
に
つ
い
て
は
、
他
に
記
録
が
な
い
の
で
確
認
で
合
な
い
が
、
と
も
か
く
荒
神
の
た
め
に
特
別

の
神
賑
行
事
が
営
ま
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
崇
り
神
と
し
て
の
荒
神
の
性
格
が
思
い
合
わ
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
当
地
方
に
お
け
る

(32) 

い
わ
ゆ
る
カ
マ
ド
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
も
の
の
ほ
か
に
、
持
山
や
背
戸
の
山
地
に
地
荒
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、

ァ

J

O

↑
 

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

一
九

数
の
来
拝
あ
り
て
警
口
せ
し
も
の
な
り
(
°
}
1
[）

と
あ
る
中
の
「
天
主
山
」
は
、
「
天
王
山
」
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
と
す
れ
ば
こ
れ
も
同
じ
く
明
治
八
年
に
狭
長
神
社
に
合
祀
さ

れ
た
下
大
向
の
「
来
成
天
王
」
に
ま
ち
が
い
な
く
、
こ
れ
ま
た
い
つ
の
時
点
で
か
復
興
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
記
事
に

よ
れ
ば
、
合
祀
の
当
時
こ
の
社
は
か
な
り
の
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
結
果
と
し
て
こ
の
合
杞
は
人
々
か
ら
信
仰
の
場
を

奪
う
こ
と
と
な
っ
た
。
思
う
に
こ
の
神
は
個
人
的
な
勧
請
神
で
あ
り
、
産
土
神
的
な
共
同
信
仰
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
右
の
処

や

び

(31)

置
の
理
由
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
天
王
社
は
い
ず
れ
も
出
雲
市
矢
尾
町
の
来
阪
神
社
よ
り
勧
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

そ
の
主
旨
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

従
来
本
村
各
所
森
林
等
二
祭
祀
セ
シ
荒
神
維
新
後
明
治
六
年
ノ
度
当
村
社
剣
神
社
へ
合
祀
有
之
候
処
今
般
村
中
協
議
J
上
来
ル
廿
五

日
社
前
二
於
テ
郡
内
各
村
神
官
教
導
職
ヲ
招
シ
七
座
神
楽
勤
行
仕
度
（
略
）



象
と
化
し
て
い
く
神
社
と
、
人
々
の
強
烈
な
生
の
欲
望
に
根
ざ
し
、

一
方
で
は
病
気
平
癒
・
安
産
・
家
畜
の
繁
殖
な
ど
生
活
上
の
差
し

に
は
遷
座
を
拒
否
す
る
意
志
を
示
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
観
念
と
し
て
は
、
牛
荒
神
の
よ
う
な
家
畜
の
守
護
神
（
職
能
神
）
と
と
も
に
、
土
地
の
守
り
神
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
支
配
的
で
あ

る
。
従
っ
て
こ
の
神
は
土
地
と
強
く
結
び
つ
吾
、
移
動
を
好
ま
ず
、
無
理
に
動
か
す
と
激
し
く
祟
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
北
隣
り
の
大

さ

す

き

原
郡
の
木
次
町
で
も
、
町
内
の
三
日
市
に
祀
ら
れ
て
い
る
惣
荒
神
を
、
か
つ
て
そ
の
裏
山
に
、
ま
た
そ
の
後
、
昭
和
二
年
に
は
同
じ
町
内

の
八
日
市
に
あ
る
土
手
荒
神
の
境
内
に
遷
座
し
た
と
こ
ろ
、
三
日
市
の
地
区
に
不
幸
が
相
次
ぎ
、
再
び
一
＿
一
日
市
の
元
の
社
地
に
杞
り
直
し

(33) 

た
と
い
う
。
ま
た
荒
神
は
槙
・
榊
・
杉
・
楢
．
柊
な
ど
の
樹
木
に
祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
木
を
伐
る
こ
と
は
厳
し
く
タ
ブ
ー
視
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
掛
合
町
上
多
根
の
加
藤
光
市
氏
の
話
に
よ
れ
ば
、
自
宅
の
背
戸
山
に
あ
る
荒
神
の
模
の
木
を
切
っ
た
と
こ
ろ
、
た
ち

(34) 

ま
ち
家
人
の
身
体
に
故
障
を
生
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
神
は
嗽
止
め
に
効
能
を
発
揮
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
、
近
隣
の
人
は
も

と
よ
り
、
遠
く
は
隣
り
の
佐
田
町
か
ら
も
願
掛
け
に
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
に
復
旧
神
社
の
例
と
し
て
あ
げ
た
入
間
村
の
須
貴
守
神
社
の
祭
神
は
、
神
社
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
大
物
主
椅
甕
玉
命
・
積
羽
八
重
事

代
主
命
・
少
毘
古
那
神
で
あ
る
が
、
「
ス
ギ
モ
リ
」
と
い
う
社
名
は
荒
神
と
し
て
の
神
格
を
暗
示
し
て
お
り
、
明
治
末
期
の
合
祀
の
さ
い

こ
う
し
て
み
る
と
、
合
祀
の
問
題
を
考
え
る
に
当
っ
て
は
、
神
格
に
も
特
別
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
右
に
み

た
天
王
神
や
荒
神
は
流
行
病
の
予
防
や
治
療
・
家
内
安
全
・
牛
馬
の
守
護
の
霊
神
で
あ
る
反
面
、
疫
神
お
よ
び
祟
り
神
と
し
て
人
々
の
長

怖
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、

し
て
、

こ
う
し
た
神
威
を
も
つ
神
格
に
対
し
て
、
そ
れ
に
そ
の
よ
う
な
神
格
に
対
す
る
地
域
の
人
々

の
畏
敬
の
態
度
に
対
し
て
、
行
政
の
権
限
が
ど
こ
ま
で
規
制
力
を
発
揮
し
え
た
か
は
、
改
め
て
問
わ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
関
連

こ
の
よ
う
な
神
社
行
政
を
通
じ
て
神
社
の
性
格
が
二
つ
の
種
類
に
、
即
ち
政
府
の
神
道
政
策
を
受
容
し
つ
つ
地
域
社
会
の
集
団
表
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迫
っ
た
招
福
除
災
を
祈
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
そ
の
神
罰
や
祟
り
を
怖
れ
る
呪
術
的
宗
教
的
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
い
く
神
社
と
に
分
化
し

て
い
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
し
も
「
神
社
神
道
」
と
「
宗
教
神
道
」
と
を
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
理
念
型
と
し
て
で
は
な
く
し
て
、

神
社
の
信
仰
類
型
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
右
に
あ
げ
た
二
つ
の
種
類
の
神
社
は
こ
の
類
型
を
も
っ
て
表
わ
す
こ

(35) 

と
が
で
吾
る
で
あ
ろ
う
。

四

、

祭

り

の

規

制

神
社
制
度
の
改
革
は
神
社
の
別
格
や
廃
立
、
神
官
の
任
免
な
ど
と
い
っ
た
、
そ
の
規
模
や
結
構
に
関
す
る
も
の
に
終
始
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
神
社
に
お
け
る
行
事
、
即
ち
祭
礼
や
儀
式
に
も
波
及
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
祭
礼
に
つ
い
て
の
改
革
の
形
式
的
な
側
面
を
見
る
と
、

(36) 

各
神
社
の
祭
日
の
固
定
化
が
は
か
ら
れ
、
明
治
八
年
八
月
三
十
一
日
限
り
を
も
っ
て
祭
日
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
た
だ
し
、

祭
礼
の
実
施
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
、
事
情
に
よ
り
日
程
の
変
更
は
認
め
ら
れ
た
。
『
神
社
祭
日
神
賑
届
』
に
よ
れ
ば
、

合
、
明
治
十
三
年
か
ら
三
四
年
ま
で
の
間
に
、
定
日
に
祭
礼
が
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
十
六
・
十
七
・
ニ
五
・
ニ
六
・
ニ
七
お
よ
び
―
―
―
―
―
―

の
各
年
度
だ
け
で
、
そ
の
他
の
年
は
す
べ
て
別
の
日
に
行
わ
れ
た
。
祭
日
変
更
の
理
由
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
「
田
方
刈
揚
」
、
「
農
務
J

都
合
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
み
る
と
生
産
上
の
日
程
が
宗
教
上
の
そ
れ
よ
り
も
優
先
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
を
も
っ

て
一
般
化
す
る
の
は
危
険
で
あ
り
、

ろ
う
。
理
由
は
と
も
あ
れ
、

狭
長
神
社
の
場

せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
祭
礼
は
生
活
の
推
移
と
連
動
し
て
い
た
、
と
言
う
に
止
め
る
の
が
穏
当
で
あ

こ
の
よ
う
な
祭
礼
の
執
行
日
の
変
更
は
、
行
政
上
「
臨
時
祭
典
」
扱
い
と
な
り
、
そ
の
つ
ど
申
請
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
、
も
し
そ
の
手
続
き
を
怠
っ
た
り
、
遅
延
し
た
り
す
れ
ば
、
所
轄
警
察
署
の
注
意
処
分
を
覚
悟
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

(37) 
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る
を
え
な
い
。

祭
礼
の
内
容
に
開
し
て
は
、

(38) 

い
わ
ゆ
る
風
儀
矯
正
の
観
点
か
ら
の
規
制
が
強
ま
り
、
奇
異
な
扮
装
や
男
装
、
女
装
が
禁
止
さ
れ
、
狭
長

(39) 

神
社
の
伝
統
行
事
で
あ
る
神
幸
式
の
さ
い
に
は
、
「
猥
褻
J
義
等
無
之
様
可
致
事
」
と
い
う
指
令
が
飯
石
郡
長
名
で
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
明
治
九
年
の
廃
刀
令
に
伴
い
、
「
神
社
例
祭
ノ
節
抜
刀
或
ハ
裸
体
ニ
テ
供
奉
ス
ル
等
ノ
慣
習
モ
有
之
趣
相
聞
無
謂
事
二
付
仮
令
従
来
因

(40) 

襲
J
祭
式
タ
リ
ト
モ
右
等
J
所
業
自
今
一
切
差
停
」
め
る
旨
の
達
書
が
出
さ
れ
、
さ
き
の
神
幸
式
に
つ
い
て
も
「
供
奉
之
者
帯
刀
ハ
不
相

(41) 

成
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
祭
礼
に
関
す
る
取
締
り
や
禁
止
と
い
っ
た
消
極
的
施
策
の
ほ
か
に
、
「
神
道
説
教
」
な
る
新
し
い
国
民
教
化
の
方
法
が
神

社
の
祭
礼
な
ど
を
機
会
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
十
四
年
三
月
二
九
日
よ
り
四
月
二
日
ま
で
、
波
多
村
の
剣
神
社
の
社
前
に
お

い
て
、
「
石
見
国
那
賀
郡
丸
原
村
住
権
中
講
義
野
田
菅
麻
呂
」
に
よ
り
、
ま
た
十
七
年
九
月
十
九
日
に
は
狭
長
神
社
で
、
「
神
官
旧
教
導

(42)
（
講
師
）
。

不
明

職
」
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
教
が
行
わ
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
狭
長
神
社
で
は
十
九
年
七
月
二
日
に
も
開
催
さ
れ
た
記
録
が
あ
る

説
教
の
内
容
に
つ
い
て
は
全
く
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
大
教
院
時
代
の
兼
題
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
も
し

も
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
治
十
九
年
の
狭
長
神
社
で
の
説
教
は
、
競
除
祭
と
い
う
伝
統
行
事
の
さ
い
に
、
最
も
新
し
い
時
局
観
や
国

民
道
徳
が
説
か
れ
た
こ
と
に
な
り
、
新
旧
二
つ
の
文
化
的
側
面
が
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
の
か
、
甚
だ
興
味
あ
る
問
題
と
言
わ
ざ

神
社
は
経
営
基
盤
の
確
立
や
人
的
組
織
、
即
ち
神
職
と
氏
子
と
の
関
係
な
ど
と
い
っ
た
、
そ
の
存
立
の
基
本
体
制
に
つ
い
て
次
第
に
改

革
も
し
く
は
近
代
化
が
要
請
さ
れ
、
あ
と
で
み
る
よ
う
に
神
社
ご
と
に
種
々
の
試
み
が
な
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
対
社
会
的
活
動
の
中
に

も
、
尊
皇
愛
国
の
精
神
を
鼓
吹
し
た
り
、
殖
産
勤
勉
の
態
度
を
培
う
目
的
の
行
事
が
多
く
盛
込
ま
れ
て
い
き
、
神
社
の
も
つ
社
会
的
意
義

に
も
変
化
が
生
じ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
旧
来
の
慣
習
に
従
っ
た
、
集
団
お
よ
び
個
人
の
幸
福
に
深
く
関
わ
り
を
も
つ
祭



山
神
社
経
営
の
近
代
化
五
、
明
治
末
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合

を
通
し
て
い
ぜ
ん
と
し
て
強
く
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

典
・
儀
礼
、
た
と
え
ば
例
祭
の
ほ
か
、
五
穀
豊
饒
へ
の
臨
時
感
謝
祭
、
病
気
平
癒
へ
の
謝
恩
の
儀
礼
も
そ
れ
と
並
行
し
て
相
変
ら
ず
営
ま

れ
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
掛
合
村
役
場
扱
い
の
『
神
社
祭
日
神
賑
届
』
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
年
は
豊
年
に
当
り
、
恵
美
須

神
社
で
は
九
月
七
日
に
臨
時
豊
年
祭
を
、
ま
た
須
所
村
（
鱈
）
で
は
、
「
本
年
ハ
秋
作
モ
相
当
二
出
来
立
謝
恩
ノ
タ
メ
」
と
し
て
、
十

一
月
二
五
日
に
産
土
神
社
八
幡
宮
で
七
座
神
事
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
二
三
年
に
も
狭
長
神
社
で
．
「
五
穀
豊
作
二
付
為
開
願
」
の
臨
時

祭
典
が
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
立
願
成
就
を
感
謝
す
る
「
面
踊
」
を
個
人
が
奉
納
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
祈
願
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が

明
治
十
九
年
十
月
九
日
に
狭
長
神
社
信
徒
広
野
速
水
が
、
「
解
願
J
為
メ
狭
長
神
社
社
殿
二
於
テ
当
社
祠
官
景
山
由
起
男
ヲ
シ
テ
面
踊
施

行
仕
度
」
苔
旨
の
願
書
を
出
し
て
お
り
、
明
治
二
二
年
十
月
十
九
日
に
は
岡
田
作
太
郎
な
る
人
物
が
病
気
平
癒
を
松
尾
稲
荷
神
社
へ
立
願

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
祈
願
成
就
し
た
の
で
無
木
戸
無
見
料
に
て
面
踊
を
催
し
た
い
と
申
し
出
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
人
々
は
神
に
繁

栄
や
安
全
を
祈
り
、
神
も
ま
た
時
宜
を
選
ん
で
こ
れ
に
応
え
、
人
々
は
そ
れ
に
対
し
て
感
謝
を
捧
げ
る
と
い
う
人
と
神
と
の
絆
は
、
祭
り

政
府
の
神
社
整
理
策
は
明
治
の
末
期
に
も
う
―
つ
の
、
そ
し
て
最
大
の
ビ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
対
象
地
域
で
は
、
穴

(43) 

見
村
の
無
格
社
八
幡
宮
が
村
社
穴
見
天
満
宮
に
合
祀
さ
れ
た
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
末
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
直
接
の
端
緒
は
、
明
治
三
九
年
八
月
十
日
の
勅
令
第
二
二

0
号

神
社
寺
院
仏
堂
J
合
併
二
因
リ
不
用
二
帰
シ
タ
ル
境
内
官
有
地
ハ
、
官
有
財
産
管
理
上
必
要
J
モ
ノ
ヲ
除
ク
外
内
務
大
臣
二
於
テ
之

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響



ヲ
其
J
合
併
シ
タ
ル
神
社
寺
院
仏
堂
二
譲
与
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

お
よ
び
そ
の
四
日
後
に
出
さ
れ
た
内
務
省
神
社
・
宗
教
両
局
長
依
命
通
牒
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
が
、
こ
の
通
牒
の
主
旨
は
、

ろ
、
「
神
社
寺
院
J
資
産
ヲ
増
加
シ
維
持
に
困
難
ナ
カ
ラ
シ
メ
神
社
寺
院
J

尊
厳
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス
ル
」
こ
と
に
あ
り
、

と
し
て
、
神
社
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
由
緒
ナ
キ
矮
小
J
村
社
無
格
社
幣
キ
」
中
で
「
神
社
J

体
裁
備
ハ
ラ
ス
神
職
J

常
置
ナ
ク
祭
祀
行

ハ
レ
ス
崇
敬
J
実
挙
ラ
サ
ル
モ
ノ
」
を
「
成
ル
ヘ
ク
合
併
ヲ
行
ハ
シ
メ
」
る
こ
と
が
有
効
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
勅
令
第

ニニ
0
号
は
、
維
持
方
法
確
立
の
た
め
に
、
被
合
祀
社
の
跡
地
を
自
主
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
を
拓
こ
う
と
し
た
も
の
に
ほ
か

と
こ
ろ
で
神
社
を
維
持
し
て
い
く
方
法
を
確
立
、
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
と
り
わ
け
明
治
二
七
年
に
府
県
郷
社
に
は
社
司
一
名
お
よ

ぴ
社
掌
若
干
名
を
、
ま
た
村
社
以
下
の
神
社
に
も
社
掌
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
（
項
謹
耀
）
の
を
契
機
に
、
い
っ
そ
う
差

し
迫
っ
た
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
五
年
経
っ
た
明
治
一
＝
二
年
に
、
飯
石
郡
役
所
が
次
の
よ
う
な
内
訓
可
万
）
を
出
し
た
の
は
、

そ
の
課
題
の
緊
急
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

つ
ま
る
と
こ

そ
の
た
め
の
方
法

県
社
以
下
J
神
社
ハ
神
職
及
氏
子
信
徒
二
於
テ
常
々
維
持
方
法
ヲ
設
ケ
永
遠
保
存
J
途
ヲ
講
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
然
ル
ニ
目
下
J
状
況

ヲ
察
ス
ル
ニ
同
法
J
設
ケ
ア
ル
ハ
甚
僅
少
ナ
ル
ヲ
以
テ
社
殿
其
他
建
物
J
頻
廃
二
及
フ
モ
容
易
二
修
理
ヲ
加
ヘ
サ
ル
モ
ノ
往
々
有
之

右
ハ
畢
党
神
社
二
於
テ
予
メ
維
持
法
J
設
ナ
キ
ニ
因
ル
モ
ノ
多
ク
其
神
官
報
酬
ノ
如
キ
モ
亦
一
定
J
支
給
法
ヲ
設
ケ
ス
偶
其
設
ケ
ア

ル
モ
支
給
額
軽
些
ナ
ル
カ
為
メ
祭
祀
其
他
社
務
執
行
上
自
然
差
支
ヲ
来
タ
シ
勢
ヒ
誠
実
ヲ
欠
ク
J
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
ラ
ン
モ
知
ル

ヘ
カ
ラ
ス
斯
J
如
キ
ハ
実
二
神
社
J
尊
厳
二
開
シ
敬
神
J
道
ヲ
混
喪
ス
ル
ノ
虞
ナ
キ
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
宜
シ
ク
之
レ
カ
維
持
法
ヲ
設

ク
ル
ト
共
二
神
職
保
護
J
道
ヲ
立
ツ
ル
ハ
目
下
J
急
務
ナ
ル
ヘ
シ
故
ヲ
以
テ
右
神
社
二
於
テ
ハ
適
宜
其
方
法
ヲ
設
定
シ
営
繕
祭
典
及

な
ら
な
か
っ
た
。

ニ
四



二
五

神
職
報
酬
等
相
当
費
額
ヲ
定
メ
可
成
維
持
保
存
ノ
目
的
ヲ
確
定
セ
シ
ム
ル
様
此
条
其
部
内
氏
子
信
徒
総
代
人
へ
示
達
シ
尽
カ
セ
ラ
ル

(44) 

さ
ら
に
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
の
示
達
が
、
明
治
三
六
年
十
二
月
に
も
郡
役
所
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
維
持
方
法
の
確
立
が
容

易
に
進
捗
せ
ず
、
さ
ら
に
言
え
ば
現
状
の
ま
ま
で
は
そ
の
た
め
の
有
効
な
方
途
が
見
出
し
難
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

抜
本
的
な
改
善
が
必
要
と
さ
れ
る
段
階
に
立
ち
到
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
中
央
に
お
い
て
は
、
府
県
郷
村
社
に
対

(45) 

す
る
公
費
供
進
の
実
現
に
向
け
て
、
神
社
界
あ
げ
て
の
強
力
な
運
動
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
が
や
が
て
神
餌
幣
吊
料
の
供
進
制
度
と
し
て
結

実
す
る
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
実
際
に
は
神
社
経
営
の
主
た
る
収
入
源
は
、
各
神
社
の
氏
子
信
徒
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
場
合
、
氏
子
の
圏
域
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
の
ち
に
―
つ
の
例
で
示
す
よ
う
に
、
氏
子
の
負
担
が
過
重
と
な
り
、

や
が

て
限
界
に
つ
き
当
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
に
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
氏
子
圏
域
の
拡
大
・
再
編
を
図
る
方
向
を
辿
る
ほ
か
な

神
社
の
経
営
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
必
要
性
は
、
右
に
み
た
よ
う
に
専
任
神
職
の
常
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
に
わ
か
に
高
ま
っ

た
が
、
し
か
し
そ
れ
以
前
か
ら
神
社
に
は
旧
態
を
脱
す
る
た
め
の
努
力
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
年
代
に
、
入
間
村
の
八
重
山
神

社
、
波
多
村
の
波
多
神
社
、

そ
れ
に
掛
合
村
の
御
社
狭
長
神
社
で
、
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
試
み
が
三
者
一
＿
一
様
で
な
さ
れ
た
が
、

こ
の

う
ち
前
の
二
者
は
そ
う
し
た
趨
勢
に
い
ち
早
く
即
応
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
の
ち
の
神
社
の
進
路
を
予
示
す
る
も
の

ま
ず
、
講
社
を
組
織
し
て
新
し
い
信
徒
体
制
の
整
備
に
取
組
ん
だ
の
は
八
重
山
神
社
で
あ
る
。
即
ち
、
明
治
二
十
年
三
月
に
「
箭
島
講

社
」
の
結
集
を
県
に
出
願
し
て
許
可
を
得
た
が
、
こ
れ
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
は
こ
の
神
社
独
特
の
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
神
社
は
も
と

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
以
可
そ
の
要
点
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

く
、
内
務
省
が
打
出
し
た
の
も
同
じ
方
向
で
あ
っ
た
。

ヘ
シ



も
と
「
旧
城
主
松
平
家
及
ヒ
広
瀬
ノ
城
主
国
主
J
祈
願
修
覆
所
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
氏
子
場
を
も
た
な
か
っ
た
。
従
っ
て
明
治
初
年
の

別
格
の
さ
い
に
は
無
格
社
に
な
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
社
家
の
春
日
家
を
氏
子
と
し
て
県
や
教
部
省
に
陳
情
し
、
よ
う
や
く
村
社
の
社
格
を

(47) 

得
る
こ
と
が
で
含
た
と
い
う
。
従
っ
て
経
営
基
盤
の
強
化
は
そ
も
そ
も
廃
藩
置
県
の
と
き
以
来
の
懸
案
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
他
方
、
こ

の
神
社
に
は
出
雲
・
石
見
・
安
芸
・
備
後
•
隠
岐
に
ま
た
が
っ
て
か
な
り
の
信
徒
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
そ
れ
を
頼
り
に
講
社
の
結

成
を
企
図
し
、
「
凡
ソ
拾
五
戸
ヨ
リ
少
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
一
講
社
」
と
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
主
に
入
講
手
数
料
、
門

札
・
守
札
お
よ
び
神
札
の
配
賦
料
、

そ
れ
に
初
穂
金
を
財
源
に
充
当
し
、
中
心
事
業
と
し
て
三
条
の
教
則
の
講
説
、
「
牛
馬
守
神
蜆
除
、

(48) 

疫
病
鎮
卦
禽
獣
ノ
害
ヲ
退
ケ
五
穀
豊
饒
ヲ
守
リ
玉
フ
」
神
徳
の
弘
宣
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
講
社
の
運
営
は
順
調
で
、
明
治
二
八
年
に
は

役
職
を
ふ
や
し
、

新
し
く
副
社
長
、

講
師
、

講
生
、

事
務
課
長
、
正
副
取
締
を
置
い
た
。

翌
年
十
二
月
ま
で
の
間
、
「
当
社
信
仰
者
J
多
キ
区
域
（
島
根
県
各
国
郡
町
村
市
、

(49) 

内
二
於
テ
」
寄
付
の
募
集
を
も
行
っ
て
い
る
。

次
に
波
多
村
の
波
多
神
社
の
場
合
に
は
、
明
治
二
十
三
年
三
月
十
二
日
に
、

そ
の
ほ
か
同
神
社
は
明
治
三
一
年
十
一
月
か
ら

備
後
国
戸
麟
畔
二
疇
譴
贔
嗜
安
芸
国
峠
鱈
暉
）

祭
典
費
お
よ
び
社
殿
永
久
維
持
費
の
補
充
策
と
し
て
、

「
維
持
会
ヲ
設
ケ
氏
子
ハ
勿
論
有
信
ノ
輩
ヨ
リ
寄
付
金
ヲ
募
集
シ
益
神
徳
ヲ
宣
揚
シ
永
久
保
存
J
目
的
ヲ
達
成
」
し
た
い
旨
の
出
願
を
し

て
県
の
許
可
を
得
た
。
こ
の
会
で
は
第
一
回
目
の
寄
付
金
の
募
集
期
間
を
二
十
年
と
し
、
寄
付
金
の
運
用
は
「
確
定
J
預
ケ
入
ト
ナ
シ
永

久
保
存
ス
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
半
分
を
郵
便
貯
金
と
し
、
残
り
半
分
を
「
寄
付
人
J
内
抽
簸
ヲ
以
テ
預
リ
人
ヲ
定
メ
」
て
、

こ
れ
に
貸
与
し
、
「
一
期
間
（
翫
ヶ
）
弐
割
J
利
息
ヲ
以
テ
預
ケ
入
満
期
返
金
セ
シ
ム
ル
モ
J
」
と
し
て
い
琴
5

続
い
て
同
神
社
は
、
も
と
も
と
剣
神
社
と
波
多
神
社
と
の
「
一
境
内
並
立
J
村
社
」
で
あ
っ
た
も
の
を
一
社
に
合
併
し
、
「
波
多
神
社
」

と
公
称
す
る
こ
と
を
明
治
二
五
年
一
月
に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
翌
年
に
は
社
格
の
昇
格
を
申
請
し
た
が
、

こ
の
方
は
「
詮
議
及
ヒ
難

二
六



そ
の
後
明
治
二
七
年
九
月
に
は
、
維
持
会
を
発
展
せ
し
め
て
「
忠
愛
講
社
」
と
い
う
付
属
施
設
を
設
立
し
、
神
社
の
社
会
的
活
動
を
推

本
社
J
神
徳
ヲ
拡
張
シ
尊
皇
愛
国
ヲ
旨
ト
シ
国
家
的
精
神
ヲ
奨
励
ス
ル
者
ト
ス

誠
実
ヲ
主
ト
シ
殖
産
興
業
衛
生
教
育
ノ
道
ヲ
守
リ
事
業
ヲ
勉
励
シ
節
倹
貯
蓄
ヲ
為
シ
及
ヒ
疾
病
危
難
J
救
護
牛
馬
繁
栄
等
ノ
恩
頼
ヲ

蒙
リ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
務
ト
ス

(52) 

と
国
民
生
活
お
よ
び
地
元
産
業
へ
の
奉
仕
を
強
調
し
て
い
る
。
主
た
る
事
業
は
講
社
祭
（
四
月
一
日
、
十
一
月
三
日
）
、
五
穀
豊
饒
蜻
除

祭
（
六
月
二
十
日
よ
り
二
二
日
ま
で
）
、
風
鎮
祭
並
除
疫
祭
（
旧
暦
七
月
六
日
）
、
本
社
大
祭
（
十
一
月
一
、
二
日
）

講
社
祭
の
折
に
「
道
徳
慈
善
ノ
道
験
論
シ
良
民
ヲ
教
導
ス
ル
」
た
め
に
「
講
談
」
を
設
け
た
こ
と
、
ま
た
翌
二
八
年
に
は
、
「
殖
産
興
業

奨
励
J
為
メ
貯
蓄
金
ヨ
ル
生
ス
ル
利
子
ヲ
以
テ
千
人
二
付
十
五
人
J
割
合
ニ
テ
抽
簸
ヲ
ナ
シ
一
人
二
付
金
弐
円
ツ
ツ
満
十
ケ
年
無
利
息
ニ

テ
貸
付
」
け
る
制
度
を
作
っ
た
点
に
、
時
代
の
変
化
に
対
す
る
鋭
敏
な
反
応
を
見
る
こ
と
が
で
吾
る
。

1

一七
の
執
行
で
あ
っ
た
が

以
上
の
よ
う
な
八
重
山
神
社
と
波
多
神
社
の
動
向
と
比
較
す
る
と
、
狭
長
神
社
の
対
応
は
や
や
緩
慢
で
消
極
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

同
社
が
維
持
方
法
の
確
立
に
本
格
的
に
取
組
ん
だ
の
は
明
治
二
九
年
で
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
明
治
二
七
年
の
神
職
常
置
の
指
令
を
契
機
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
旧
正
月
に
狭
長
神
社
お
よ
び
同
境
内
社
、
そ
れ
に
狭
長
神
社
社
司
の
兼
務
す
る
各
区
の
神
社
の
氏
子
の

同
意
を
得
て
、
「
神
社
御
供
米
規
約
拾
ケ
条
」
を
定
め
、
一
戸
当
り
毎
月
一
合
ず
つ
月
次
御
供
米
を
献
じ
、
そ
の
総
額
の
う
ち
毎
年
一
俵
ず

つ
総
代
が
こ
れ
を
保
管
し
、
残
り
を
社
司
七
分
、
社
掌
三
分
の
割
合
で
配
賦
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
左
の
様
な
献
米
が
あ
っ
た
。

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

と
国
家
意
識
の
高
揚
を
謳
い
、
第
二
条
に
は

進
し
た
。
即
ち
そ
の
規
約
の
第
一
条
で
は

(51) 

シ
」
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。



第
三
区

四
十
九
戸

三
石

0
五
升
四
合

五
斗
〇
升
四
合

五
十
三
戸

こ
れ
を
見
る
と
、
割
当
に
対
す
る
納
入
率
は
八
七
％
で
、
完
納
で
含
な
い
氏
子
が
各
区
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
『
掛
合
村
誌
』
も

「
一
人
前
一
升
二
合
負
担
せ
ざ
る
も
の
多
あ
り
、
或
人
は
六
合
、
或
は
三
合
も
あ
り
」
と
負
担
能
力
に
差
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

右
の
三
神
社
の
経
営
方
針
を
比
べ
て
み
る
と
、
各
神
社
の
存
立
基
盤
や
神
社
の
理
念
の
基
本
的
理
解
の
相
違
に
よ
っ
て
、
維
持
方
法
確

立
の
目
的
や
事
業
内
容
に
も
差
異
が
見
ら
れ
、
単
純
な
比
較
を
許
さ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
氏
子
圏
域
の
拡
大
も
し
く
は
信
徒
の
増

加
を
図
る
こ
と
が
安
定
的
経
営
の
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
は
争
え
な
い
帰
結
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
八
重
山
神
社
の
採
っ
た
方
式

は
、
各
地
の
信
徒
を
講
に
組
織
化
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
、
従
っ
て
信
徒
の
圏
域
は
神
社
の
所
在
す
る
行
政
区
画
と
は
一
致
し
な
い

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
波
多
神
社
は
既
存
の
氏
子
場
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
周
辺
の
地
域
に
有
信
者
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
つ
ま
り
は
よ
り
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
同
社
へ
の
信
仰
の
一
元
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
の
は
、
こ
の
神
社
が
も
と
も
と
波
多
郷
と
称
さ
れ
た
地
域
の
「
総
社
」
一
詞
胤
）
と
し
て
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
や
が
て
明
治
三
九
年
以
降
実
施
さ
れ
た
神
社
の
整
理
は
、
こ
う
し
た
方
向
に
お
け
る
氏
子
臆
域
の
再
編
を
意
図
し
た
も
の
で
、
あ
る

意
味
で
は
波
多
神
社
は
そ
れ
を
先
取
り
し
て
い
た
と
言
え
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
狭
長
神
社
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本
的
な
神
社
観
を
示
す
史
料
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
波
多
神
社
の
場
合
の
よ
う

な
社
屋
に
対
す
る
積
極
的
な
活
動
の
形
跡
も
見
当
ら
な
い
。
し
か
も
明
治
十
―
―
一
年
一
月
調
の
神
社
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
た
氏
子
数
二
百
九

計

第
五
区
四
斗
六
升
六
合

第
六
区

(53) 

二
百
九
十
二
戸

四
斗
六
升

三
十
九
戸

第
四
区

四
十
六
戸

第
一
区

五
斗
八
升
二
合

四
十
九
戸

第
二
区

五
斗
一
升
四
合

五
斗
二
升
八
合

五
十
五
戸

ニ
八



本
年
四
月
勅
令
第
九
拾
六
号
二
依
リ
、
神
饂
幣
吊
料
ヲ
供
進
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
神
社
ハ
左
J
各
号
J

―
二
該
当
シ
維
持
方
法
確
立

セ
ル
モ
J
、
内
二
就
キ
指
定
可
相
成
筈
二
候
条
貴
村
二
於
テ
ハ
左
記
神
社
二
対
シ
維
持
方
法
已
二
確
立
セ
ハ
其
方
法
書
ヲ
直
二
若
シ

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

一
第
七
五
六
号

こ
の
勅
令
を
受
け
て
飯
石
郡
役
所
は
各
村
宛
に
次
の
通
達
を
出
し
た
。

前
項
二
依
リ
神
撰
幣
吊
料
ヲ
供
進
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
神
社
ハ
地
方
長
官
之
ヲ
指
定
ス

第
一
条

十
四
戸
に
比
べ
る
と
、
明
治
二
九
年
に
御
供
米
を
納
め
た
戸
数
は
二
百
九
十
一
戸
と
減
少
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
経
営
基
盤
は
少
し
も

拡
大
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
同
社
の
氏
子
数
の
増
加
は
、
松
尾
稲
荷
神
社
を
除
く
村
内
の
河
（
川
）
上
神
社
、

恵
美
須
神
社
、
郡
神
社
お
よ
び
天
神
社
が
廃
社
も
し
く
は
狭
長
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
明
治
一
二
九
年
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し

か
も
次
に
述
べ
る
神
饂
幣
吊
料
供
進
社
の
指
定
を
受
け
た
の
は
、
課
当
金
等
に
よ
る
基
本
財
産
の
積
立
て
が
完
了
し
た
大
正
―
―
―
年
で
あ

り
、
波
多
神
社
が
明
治
四
十
年
に
早
々
と
指
定
さ
れ
た
の
と
比
較
す
る
と
合
、
や
は
り
両
社
の
歴
史
的
背
景
お
よ
び
経
営
方
針
の
差
は
は

神
撰
幣
吊
料
供
進
社
の
指
定
と
神
社
の
整
理

「
国
家
J
宗
氾
」
と
し
て
神
社
に
要
求
さ
れ
る
公
共
的
性
格
を
名
実
と
も
に
備
え
る
た
め
に
は
、
右
に
み
た
よ
う
に
神
社
の
維
持
方
法

の
確
立
が
先
決
条
件
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
神
社
の
理
念
か
ら
し
て
、
神
社
の
自
発
的
な
努
力
に
の
み
供
さ
れ
る
べ
含
も
の
で
は
な
く
、

国
家
政
策
の
一
環
た
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
公
的
援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
神
社
界
の
主
張
は
、

対
す
る
神
撰
幣
吊
料
の
公
費
支
出
を
認
め
た
、
明
治
三
九
年
四
月
の
勅
令
第
九
六
号
と
し
て
実
を
結
ん
だ
。

府
県
ハ
府
県
社
、
郡
又
ハ
市
ハ
郷
社
、
市
又
ハ
町
村
ハ
村
社
J
神
餓
幣
吊
料
ヲ
供
進
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

(2) 

つ
き
り
し
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

1

一九

つ
い
に
府
県
郷
村
社
に



穴
見
神
社

(54) 

波
多
野
神
社

七
、
前
記
各
号
J
外
特
別
由
緒
ア
ル
神
社

六
、
境
内
地
建
物
等
完
備
シ
相
応
J
氏
子
若
ク
ハ
信
徒
ヲ
有
ス
ル
神
社

五
、
祭
神
当
該
地
方
二
功
績
叉
ハ
縁
故
ア
リ
シ
神
社

未
夕
確
立
セ
サ
レ
ハ
来
ル
八
月
十
日
マ
テ
ニ
必
ス
報
告
セ
ラ
ル
ヘ
ク
依
命
此
段
照
会
候
也

波
多
村
村
長

二
、
勅
祭
社
准
勅
祭
社

三
、
皇
室
J
御
崇
敬
ア
リ
シ
神
社
（
行
幸
、
御
幸
、
行
啓
、
奉
幣
祈
願
、
社
殿
造
営
、
神
封
、
神
領
、
神
宝
等
寄
進
ア
リ
シ
類
）

四
、
武
門
武
将
国
造
国
司
藩
主
領
主
ノ
崇
敬
ア
リ
シ
神
社
（
奉
幣
祈
願
、
社
殿
造
営
、
社
領
等
J
寄
進
ア
リ
シ
類
）

八
重
山
神
社

こ
の
指
示
に
つ
い
て
注
目
す
べ
含
こ
と
は
、
神
餌
幣
吊
料
供
進
社
の
指
定
が
既
に
あ
ら
か
じ
め
行
わ
れ
、

社
は
維
持
方
法
を
確
立
す
べ
含
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
神
社
の
公
的
役
割
に
着
目
す
れ
ば
右
の
通
達
中
の
一
か
ら

七
ま
で
の
指
定
条
件
に
合
致
し
且
つ
維
持
方
法
が
確
立
し
て
い
る
神
社
は
い
ず
れ
も
促
進
社
の
指
定
を
受
け
う
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
現
実
に
は
、
維
持
方
法
の
有
無
や
見
通
し
よ
り
も
指
定
の
方
が
先
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
指
定
さ
れ
る
べ
き
神
社

一
、
延
喜
式
内
社
六
国
史
所
載
社
及
創
立
年
代
之
二
準
ス
ヘ
キ
神
社

本

間

岱

造

殿

明
治
三
十
九
年
七
月
二
十
六
日

こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
指
定
神

飯

石

郡

役

所 1
0
 



一
、
本
年
七
月
廿
六
日
一
第
七
五
六
号
照
会
左
記
第
六
号
二
該
当
ス
ル
向
ハ
境
内
地
ハ
百
五
十
坪
以
上
建
物
ハ
本
殿
（
略
）
拝
殿

（
略
）
等
ア
リ
テ
拝
殿
ハ
戸
締
墨
張
ア
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
完
備
卜
認
メ
難
シ

二
、
維
持
費
本
金
ハ
神
社
J
模
様
二
依
リ
一
定
シ
能
ハ
サ
ル
モ
少
ク
モ
一
ケ
年
ハ
純
益
金
五
拾
円
以
上
ア
ル
財
産
ヲ
現
二
有
ス
ル
カ

叉
ハ
十
ケ
年
以
内
二
有
ス
ル
モ
J

ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
維
持
法
確
立
J

モ
J
卜
認
メ
難
シ

三
、
経
費
ハ
神
社
二
依
リ
多
寡
ア
ル
ヘ
キ
モ
少
ク
モ
郷
社
ハ
一
ケ
年
金
弐
百
円
以
上
村
社
ハ
一
ケ
年
金
百
参
拾
円
以
上
ア
ル
ニ
ア
ラ

サ
レ
ハ
神
職
俸
給
祭
典
費
修
繕
費
其
他
ノ
雑
費
ヲ
支
弁
シ
テ
神
社
ノ
尊
厳
ヲ
保
ツ
コ
ト
能
ハ
ス
而
シ
テ
経
費
ハ
財
産
ヨ
リ
生
ス
ル

収
入
及
初
穂
料
其
他
一
切
ノ
社
入
金
並
二
氏
子
課
当
金
↑
一
[
[
噂
疇
釦
戸
豆
賣
↓
臼
二
汀
等
ニ
テ
支
弁
シ
得
ル
ノ
法
ヲ
設
ケ
タ
ル
モ

四
、
氏
子
数
僅
少
又
ハ
一
大
字
内
二
村
社
二
社
以
上
ア
ル
向
ハ
特
別
J
事
由
ア
ル
モ
ノ
A

外
可
成
合
併
シ
氏
子
区
域
ヲ
拡
メ
神
社
J

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

ノ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
維
持
法
確
立
卜
認
メ
難
シ

村

長

右
方
法
戸
こ
疇
]
―
―
付
左
記
各
項
二
該
当
ス
ル
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
詮
議
難
相
成
旨
今
般
其
筋
ヨ
リ
申
越
候
条
（
略
）

明
治
三
十
九
年
十
一
月
廿
二
日

略

に
は
っ
含
り
と
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

飯

・

石

郡

役

所

は
既
に
特
別
の
性
格
や
存
在
理
由
を
担
わ
含
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
、
こ
こ
に
こ
れ
以
後
に
実
施
さ
れ
た
神
社
の
廃

合
の
具
体
的
な
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
供
進
社
の
規
模
・
結
構
を
具
体
的
に
指
示
し
た
郡
役
所
の
次
の
訓
令



役
目
を
担
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

一
大
字
一
社
と
い
う
神
社
の
整
理
の
基
準
を
示
す
も
の
で
、
指
定
含
れ
た
神
社
以
外
は
す
べ

て
合
祀
の
勧
奨
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
の
背
後
に
は
、
神
餌
幣
吊
料
供
進
制
度
の
実
施
を
め
ぐ
っ

て
、
内
務
省
内
の
神
社
局
と
地
方
局
と
の
間
に
見
解
の
不
一
致
が
あ
り
、
模
範
町
村
運
動
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
、
右
の
制
度

を
認
め
る
代
り
に
、
神
社
を
一
町
村
一
社
に
整
理
し
た
い
と
い
う
地
方
局
の
主
張
が
通
っ
た
と
い
う
経
緯
の
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

(56) 

い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
指
定
神
社
に
は
特
定
の
社
会
的
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

神
餌
幣
吊
料
は
例
祭
の
折
に
供
進
さ
れ
、
そ
の
金
額
は
、
御
社
の
場
合
、
神
瞑
料
が
二
円
、
幣
吊
料
が
五
円
、
村
社
の
場
合
に
は
そ
れ

(57) 

ぞ
れ
一
円
と
四
円
で
あ
り
、
こ
の
制
度
は
、
さ
し
当
り
は
、
神
社
の
収
入
上
の
効
果
を
狙
う
よ
り
は
精
神
的
な
宣
伝
材
料
と
し
て
利
用
さ

れ
た
趣
合
が
あ
る
。
大
正
三
年
に
は
、
供
進
社
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
「
神
社
J
由
緒
ト
シ
テ
特
筆
ス
ヘ
キ
事
項
」
で
あ
る
と
し
て
、
明
細

(58)

（

59) 

帳
に
書
含
加
え
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
こ
の
供
進
は
各
地
方
の
行
政
首
長
が
参
向
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
定
式
化
さ
れ
、

供
進
の
行
列
は
、
警
察
官
に
前
後
を
守
ら
れ
た
辛
櫃
の
後
に
供
進
使
並
び
に
随
員
が
続
き
、
神
社
の
境
内
に
入
る
と
神
職
が
先
導
す
る
こ

(60) 

と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
青
年
団
の
団
員
が
自
発
的
に
辛
櫃
か
つ
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
大
正
九
年
に
な
る
と
、
小
学
校
の
児
童
が
こ
の

従
来
幣
吊
供
進
使
参
向
ノ
際
二
於
ケ
ル
唐
櫃
昇
人
ハ
多
ク
小
使
若
ク
ハ
人
夫
ヲ
使
用
シ
ッ
ツ
ア
ル
J
状
態
二
有
之
候
処
斯
ク
テ
ハ
祭

儀
ノ
尊
厳
ヲ
欠
ク
ノ
傾
有
之
候
二
付
右
唐
櫃
昇
ハ
小
学
校
児
童
中
上
級
生
ニ
シ
テ
学
術
素
行
優
良
J
者
ヲ
シ
テ
昇
カ
シ
ム
ル
コ
ト
ト

(61) 

セ
ハ
祭
儀
J
体
裁
ハ
勿
論
敬
神
思
想
涵
養
上
頗
ル
好
都
合
卜
認
メ
ラ
レ
候
（
略
）

こ
の
調
査
地
域
に
お
い
て
最
も
早
く
神
饂
幣
吊
料
供
進
社
の
指
定
を
受
け
た
の
は
波
多
神
社
で
、
明
治
三
九
年
九
月
に
維
持
方
法
を
確

こ
の
中
で
と
り
わ
け
最
後
の
四
の
条
項
は
、

(55 

基
礎
ヲ
翠
固
ニ
ス
ル
方
将
来
J
得
策
卜
認
ム



明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

六
、
部
落
的
観
念
ヲ
去
リ
テ
一
村
団
結
J
風
ヲ
助
長
ス
ル
コ
ト

え
ば
模
範
町
村
に
選
ば
れ
た
松
笠
村
の
「
矯
風
締
合
規
約
」
に

立
し
て
、
翌
年
二
月
十
六
日
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
御
社
狭
長
神
社
は
明
治
一
二
九
年
か
ら
七
ケ
年
間
二
基
本
財
産
ヲ
作
ル
計
画
を
立
て
、

氏
子
一
戸
平
均
二
十
銭
の
戸
別
割
課
当
金
と
階
級
別
賦
課
金
を
原
資
と
し
、
国
債
証
券
の
購
入
、
郵
便
貯
金
お
よ
び
銀
行
預
ケ
金
等
の
利

殖
法
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
明
治
四
十
年
二
月
に
維
持
方
法
書
を
郡
役
書
に
提
出
し
た
入
間
村
の
天
満
宮
で
は
、
供
進
社
指
定
申
請
に
当

っ
て
規
模
を
拡
大
し
、
境
内
面
積
を
一
三
九
坪
か
ら
四
三
九
坪
に
拡
げ
る
と
と
も
に
、
拝
殿
も
ひ
と
回
り
大
含
く
し
た
ほ
か
、
通
殿
、
神

(62) 

撰
所
を
新
設
し
、
大
正
九
年
八
月
九
日
に
申
請
し
て
、
同
年
十
二
月
二
二
日
に
指
定
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
掛
合
村
松
尾

の
無
格
社
稲
荷
神
社
は
、
基
本
財
産
五
百
円
を
寄
付
で
賄
い
、
有
価
証
券
を
購
入
し
て
利
殖
を
は
か
る
こ
と
を
骨
子
と
し
た
維
持
方
法

(63) 

を
、
明
治
三
九
年
九
月
―
―
―
十
日
に
決
定
し
、
郡
役
所
に
届
出
た
が
、
供
進
社
の
指
定
を
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

あ
っ
た
こ
と
は
さ
き
に
ふ
れ
た
が
、

ば
、
こ
の
方
針
は
、

こ
れ
が
打
出
さ
れ
た
背
景
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
研
究
が
あ
る
。
有
泉
貞
夫
氏
に
よ
れ

日
露
戦
後
に
国
民
統
合
強
化
の
必
要
を
強
く
意
識
し
た
権
力
者
た
ち
に
よ
っ
て
抱
懐
さ
れ
、

充
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
統
合
の
強
化
、
二
つ
に
は
国
家
目
的
に
全
一
的
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
吾
る
た
め
の
、
末
端
町
村
の
行
財
政

お
よ
び
生
活
習
慣
の
再
編
成
に
重
点
を
お
く
諸
政
策
の
う
ち
の
一
っ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
言
い
か
え
れ
ば
、
義
務
教
育
の

延
長
、
国
定
教
科
書
の
改
訂
、
社
会
教
育
の
着
手
、
部
落
有
財
産
の
統
一
並
び
に
利
用
、
生
活
改
善
を
柱
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
地
方
改
良

(64) 

運
動
の
推
進
な
ど
と
セ
ッ
ト
に
さ
れ
た
施
策
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
「
部
落
的
観
念
」
と
い
う
表
現
で
表
わ
さ
れ
た
セ

ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
打
破
し
、
部
落
有
財
産
の
統
合
を
側
面
か
ら
促
す
た
め
に
神
社
合
祀
が
有
効
な
手
段
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
た
と

神
瞑
幣
吊
料
供
進
制
度
と
神
社
整
理
と
を
か
ら
ま
せ
、

―
つ
は
国
民
教
育
の
拡

―
町
村
一
社
を
目
途
と
す
る
合
祀
を
勧
奨
し
た
の
は
内
務
省
地
方
局
の
方
針
で



略 明
治
三
十
九
年
七
月
廿
六
日

(66) 

と
、
同
村
の
天
満
宮
と
滝
神
社
の
合
祀
を
特
筆
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
面
か
ら
対
象
地
域
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
先
に
合
花
の
発
端
と
み
な
さ
れ
た
明

治
三
九
年
八
月
十
日
の
勅
令
第
二
二

0
号
の
発
布
に
先
立
ち
、
島
根
県
は
次
の
様
な
訓
令
第
四
三
号
を
七
月
十
九
日
付
で
出
し
て
い
る
。

県
社
以
下
ニ
シ
テ
氏
子
又
ハ
信
徒
僅
少
ニ
シ
テ
維
持
法
確
立
セ
ス
神
社
J
尊
厳
を
保
持
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
の
及
由
緒
モ
格
別
ナ

キ
神
社
ハ
可
成
廃
合
シ
由
緒
ア
ル
神
社
J
永
遠
ヲ
保
持
ス
ル
法
ヲ
設
ク
ル
ハ
緊
急
J
義
二
付
神
職
及
氏
子
信
徒
総
代
人
協
議
シ
永
遠

二
保
持
ス
ヘ
キ
神
社
ハ
維
持
法
ヲ
確
立
シ
然
ラ
サ
ル
モ
J

ハ
廃
合
J
手
続
ヲ
履
行
セ
シ
メ
神
社
J
整
理
二
努
カ
ス
ヘ
シ
（
略
）

こ
の
訓
令
が
そ
の
年
の
四
月
に
開
か
れ
た
地
方
長
官
会
議
の
議
題
、
即
ち
「
地
方
事
務
二
関
ス
ル
注
意
参
考
事
項
」
の
う
ち
、
と
く
に

「
神
社
合
祀
勧
奨
二
関
ス
ル
件
」

こ
の
訓
令
を
受
け
た
飯
石
郡
役
所
は
、
そ
の
一
週
間
後
に
各
村
長
宛
に
次
の
指
令
を
発
し
た
。

一
第
七
五
八
号

ニ
関
し
て
具
体
的
な
指
示
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

本
月
十
九
日
島
根
県
訓
令
第
四
十
三
号
ヲ
以
テ
神
社
維
持
及
廃
合
方
J
件
訓
令
相
成
候
処
本
郡
二
於
テ
ハ
既
二
客
年
七
月
神
職
並
氏

子
惣
代
人
ヲ
招
集
シ
訓
示
J
上
其
結
果
訓
示
セ
ラ
レ
タ
ル
次
第
モ
有
之
爾
来
御
尽
力
中
J
事
卜
信
シ
候
得
共
今
般
県
訓
令
発
布
セ
ラ

レ
タ
ル
上
ハ
此
機
ヲ
逸
セ
ス
速
二
相
当
J
手
続
ヲ
履
行
シ
来
ル
九
月
三
十
日
限
其
結
果
報
告
セ
ラ
レ
度
依
命
此
段
申
進
候
也

(67) 

追
而
本
文
神
社
維
持
方
法
設
定
J
件
二
付
テ
、
本
日
一
第
五
六
号
対
照
御
取
計
相
成
度
申
添
也

(65) 

細
目
両
村
社
ヲ
一
社
二
決
定
シ

四



こ
れ
に
よ
れ
ば
郡
役
所
で
は
、
県
の
訓
令
を
既
定
の
方
針
と
受
と
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
お
そ
ら
く
同
役
所
と
し
て
は
こ
の
方

針
を
、
既
に
ふ
れ
た
、
明
治
三
二
年
お
よ
び
三
六
年
の
神
社
の
維
持
方
法
の
確
立
に
関
す
る
訓
示
の
延
長
線
上
の
も
の
と
理
解
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

郡
役
所
の
こ
の
指
令
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
、
掛
合
村
の
場
合
の
記
録
し
か
な
い
が
、
同
村
で
は
村
長
板
垣
栄
次
郎
名

で
村
内
各
神
社
の
氏
子
も
し
く
は
信
徒
の
総
代
宛
に
、
八
月
四
日
に
村
役
場
で
、
「
神
社
維
持
法
方
及
廃
合
並
二
神
職
給
料
支
給
二
関
ス

ル
協
議
」
を
開
催
す
る
旨
の
案
内
状
が
発
送
さ
れ
た
。
そ
の
召
集
を
受
け
た
代
表
者
は

狭
長
神
社
氏
子
総
代
（
白
築
政
造
、
竹
下
儀
造
、
落
合
文
吉
）

恵
美
須
神
社
信
徒
総
代
（
竹
下
金
一
―
-
、
竹
下
儀
造
、

日
森
文
太
郎
）

天
満
宮
信
徒
総
代
（
落
合
文
吉
、
秦
大
二
郎
、
三
島
信
四
郎
、
和
泉
初
太
郎
）

郡
神
社
総
代
（
和
泉
定
十
、
板
垣
喜
市
）

稲
荷
神
社
信
徒
総
代
（
三
浦
平
八
、
板
垣
喜
市
）

で
あ
っ
た
、
詳
し
い
会
議
録
は
な
い
が
、
結
果
か
ら
推
察
す
る
に
、
神
撰
幣
吊
料
供
進
社
の
候
補
社
に
指
定
さ
れ
な
が
ら
、

ま
だ
そ
の
確
立
を
見
て
い
な
か
っ
た
狭
長
神
社
の
維
持
方
法
の
問
題
が
中
心
議
題
で
、
先
に
示
唆
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
そ
の

た
め
に
他
の
神
社
の
廃
社
も
し
く
は
合
祀
に
よ
る
氏
子
圏
域
の
拡
大
が
協
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
時
に
は
議
論
が
出
な

(68) 

か
っ
た
と
見
え
て
、
八
月
二
四
日
に
再
び
同
じ
顔
ぶ
れ
で
会
議
が
も
た
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
維
持
方
法
確
立
の
見
通
し
の
つ
い
た
狭
長
神
社
と
稲
荷
神
社
を
除
い
た
ほ
か
の
神
社
は
、
十
一
月
六
日
付
で
廃
社
（
恵
美

明
治
に
期
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

川
上
神
社
信
徒
総
代
（
藤
原
利
八
、
谷
口
倉
太
、
板
垣
松
太
郎

五

こ
の
時
点
で
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(3) 

須
神
社
）
も
し
く
は
合
祖
（
郡
神
社
と
川
上
神
社
）
、
移
転
（
天
満
宮
）

(69) 

の
そ
れ
ぞ
れ
の
出
願
を
し
て
許
可
を
得
た
。

七

他
の
村
に
つ
い
て
は
こ
れ
と
比
較
し
う
る
よ
う
な
史
料
は
な
い
が
、
や
は
り
村
長
の
肝
煎
り
で
氏
子
や
信
徒
の
代
表
者
が
協
議
し
、
了

解
が
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
廃
合
の
結
果
、
表
4
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
神
社
は
再
編
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
大
字

一
社
と
い
う
郡
役
所
の
目
標
は
一
応
達
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
波
多
野
大
字
入
間
で
は
天
満
宮
の
ほ
か
に
八
重
山
神
社
も
村

社
と
し
て
残
さ
れ
た
が
、

廃
合
の
反
響

こ
の
場
合
に
は
、
既
に
述
べ
た
そ
の
由
緒
と
講
の
存
在
が
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
と
含
の
整
理
に
よ
り
二
三
社
中
一
四
社
が
廃
社
ま
た
は
合
祀
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
も
と
も
と
廃
合
の
標
的
が
字
単
位
で
存

立
し
て
い
た
村
社
に
絞
ら
れ
た
た
め
に
、

や
屈
折
を
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。

多
根
村
萱
野
の
熊
野
神
社
は
、
萱
野
地
区
・
舟
津
地
区
そ
れ
に
中
多
根
地
区
の
約
四
十
戸
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
星
原
神

社
に
合
祀
さ
れ
た
あ
と
、

ら
は
十
一
月
五
日
）

セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
壁
を
取
払
う
突
破
口
と
な
っ
た
反
面
、
他
方
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
し
こ
り

こ
の
地
区
の
人
々
は
非
公
式
に
出
雲
大
社
よ
り
分
霊
を
請
け
て
「
杵
築
社
」
を
建
て
、
毎
年
十
一
月
二
三
日
に

は
星
原
神
社
よ
り
神
官
を
招
い
て
祭
礼
を
営
ん
だ
が
、
格
別
の
行
政
措
置
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
十
一
月
一
―
―
日
（
昭
和
六
年
か

の
星
原
神
社
の
祭
礼
に
も
、
旧
熊
野
神
社
氏
子
と
し
て
奉
仕
し
て
き
た
と
い
う
か
ら
、

い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
の
合
祀
の
あ
と
そ
の
勧
奨
者
が
急
死
し
、
人
々
は
そ
の
原
因
を
合
祀
の
祟
り
だ
と
噂
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い

(70) 

る。

(71) 

波
多
村
刀
根
の
剣
神
社
は
波
多
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
そ
の
跡
地
に
は
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
記
念
の
式
典
が
続
け
ら
れ

(72) 

た
。
入
間
の
天
満
宮
で
は
三
社
の
合
祀
を
機
会
に
、
十
月
二
六
日
を
合
粗
記
念
祭
の
日
と
定
め
た
。
い
ず
れ
も
被
合
祀
社
に
対
す
る
信
仰

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

一
種
の
二
重
信
仰
を
も
っ
て



同
じ
入
間
の
須
貴
守
神
社
は、

い
っ
た
ん
天
満
宮
へ

合
祀
さ
れ
た
が、
「
神
さ
ま
が
居
心
地
が
悪
い
と
言
っ
て
い
る」

と
い
う
理
由
で、

(
73)
 

元
の
奉
斎
地
に
戻
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が、

合
氾
が
二
つ
の
神
社
の
氏
子
の
対
立
に
ま
で
発
展
し
た
の
が
松
笠
村
の
天
満
宮
と

滝
神
社
の
合
併
で
あ
っ
た。
『
松
笠
村
事
蹟
』

に
よ
れ
ば、

天
満
宮
の
百
十
戸
の
氏
子
と
滝
神
社
の
四
十
戸
の
氏
子
と
の
間
に
は、
「
遂
ニ

円
満
二
合
併
J
儀
調」

っ
た
と
さ
れ
る
が、

し
か
し
合
祀
の
条
件
と
さ
れ
た
新
し
い
祭
日
の
決
定
が
難
航
し
た
こ
と
が
両
社
の
氏
子
よ
り

県
知
事
宛
に
出
さ
れ
た
祭
日
変
更
願
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る。

右
神
社
（
呻
亡
天）

祭
日
は
元
来
拾
月
弐
拾
五
日
二
有
之
候
処
今
般
神
社
整
理
二
伴
ヒ
客
年一
二
月
一

日
許
可
ヲ
得
同
村
々
社
滝
神
社
ヲ

天
満
宮
二
合
祀
致
候
併
シ
テ
元
滝
神
社
ノ
祭
日
ハ
十
一

月
八
日
二
有
之
候
就
テ
ハ
合
祀
後
二

於
ケ
ル
祭
日
ノ
儀
ハ
合
祀
協
定
当
初
ニ

於
ケ
ル
主
要
条
件
ニ
シ
テ
右
両
日
内
何
レ
ヲ
採
ル
モ
両
氏
子
間
二

異
議
有
之
容
易
二
合
祀
ノ
義
解
決
不
致
候
然
ル
ニ
天
満
宮
ハ
往
昔

村
内
菅
原
ヨ
リ
現
社
地
二
移
転
セ
シ
ハ
十
一

月
二
日
ナ
リ
シ
ト
j
古
老
j
伝
説
モ
有
之
芳
折
合
上
従
来
両
者
祭
日
二

偏
寄
セ
ス
且
ツ

叉
天
満
宮
二

縁
故
ア
ル
紀
念
日
即
チ
十
一

月
二
日
ヲ
以
テ
自
今
例
祭
日
ト
ナ
ス
J
条
件
J
下
二
合
祀
J
義
協
定
致
候
二

付
此
日
ヲ
以

(
74)
 

テ
元
両
社
J
氏
子
一

致
シ
盛
大
二

祭
典
執
行
致
度
（
略）

掛
合
村
川
上
で
は
産
土
神
と
し
て
祀
っ
て
い
た
川
（
河）

上
神
社
が
狭
長
神
社
境
内
社
大
元
社
に
合
祀
含
れ
た
あ
と、

凶
事
が
相
次
い

(
75)
 

だ
た
め
に
、

そ
こ
に
山
王
社
を
勧
請
し、

五
月
九
日
に
祭
礼
を
営
ん
で
い
る。

神
社
護
持
の
見
通
し
が
あ
っ
て
も
廃
社
に
追
い
込
ま
れ
た
例
は、

掛
合
村
字
町
に
鎮
座
し
て
い
た
恵
美
須
神
社
で、

そ
こ
に
は
神
社
の

数
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
行
政
の
強
い
意
志
が
働
い
て
い
た
。

こ
の
神
社
は

明
治
初
年
に
は

街
道
に
あ
っ
て、
「
蛭
子
明
神」

と
称
さ
れ

(
76)
 

た
も
の
で
あ
る。

口
碑
に
よ
る
と、

そ
れ
よ
り
古
く
は、

北
に
三
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
十
日
市
に
あ
っ
た
と
い
う。

明
治
ニ
―

年
に
道
路
拡

が
余
韻
と
な
っ
て
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う。

ノ＼



し
て
も
、
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

廃
社
出
願
シ
已
二
指
令
ア
リ
タ
ル
神
社
ニ
シ
テ
依
然
存
在
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
不
都
合
二
候
条
直
二
実
行
セ
シ
メ
其
旨
報
告
セ
ラ
ル
ヘ
ク

(78) 

其
筋
申
越
J
趣
モ
有
之
（
略
）

こ
う
し
て
神
社
復
旧
J
望
み
は
断
た
れ
、
改
め
て
廃
社
処
分
の
報
告
書
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
に
は

右
の
諸
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
社
の
廃
合
は
す
べ
て
が
順
調
且
つ
円
満
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
さ
い

に
見
ら
れ
た
反
応
は
い
ず
れ
も
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
他
の
地
域
へ
波
及
し
て
広
範
な
運
動
を
引
起
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。

し
か
し
父
祖
伝
来
の
神
社
を
失
な
っ
た
人
々
の
心
に
深
い
傷
痕
の
残
っ
た
こ
と
は
争
え
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
く
新
し
い
合
併

社
を
創
建
す
る
場
合
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
他
地
区
の
産
土
神
で
あ
っ
た
も
の
を
崇
敬
す
る
こ
と
に
抵
抗
や
打
解
け
な
さ
を
感
じ

た
と
し
て
も
、

そ
し
て
さ
ら
に
は
、
そ
う
し
た
感
情
的
な
わ
だ
か
ま
り
が
氏
子
課
当
金
の
納
入
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
を
と
ら
せ
た
と

氏
子
課
当
金
の
円
満
な
徴
収
に
つ
い
て
、
飯
石
郡
役
所
は
、
明
治
四
二
年
三
月
十
日
付
で
各
村
長
宛
に
次
の
通
達
を
出
し
た
が
、

に
既
に
神
社
と
氏
子
と
の
関
係
に
、
か
つ
て
ほ
ど
の
親
密
さ
が
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
覆
い
が
た
く
現
わ
れ
て
い
る
。

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

再
び
勧
請
さ
れ
、

八
月
二
十
日
の
祭
礼
も
復
活
し
た
。

の
よ
う
な
冷
た
い
指
示
で
あ
っ
た
。

終」

一九

幅
工
事
の
た
め
遷
座
の
や
む
な
含
に
到
っ
た
と
き
に
、
そ
の
遷
宮
先
を
決
定
す
べ
く
竹
下
儀
造
、
日
森
文
太
郎
の
両
名
が
抽
鐵
を
し
て
、

(77) 

そ
の
結
果
竹
下
家
の
宅
地
内
に
遷
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
明
治
三
九
年
に
廃
社
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
が
、

し
か
し
翌
年
―
―
一
月
に
な
っ
て
、
信
徒
代
表
は
「
信
徒
間
二
於
テ
適
当
ノ
維
持
方
法
ヲ
設
定
シ
公
衆
ヲ
シ
テ
永
遠
二
参
拝
セ
シ
メ
度
協
議
相

っ
た
と
し
て
、
廃
社
の
取
消
を
願
い
出
た
。
よ
う
や
く
八
月
ニ
―
日
に
い
た
り
、
郡
役
所
か
ら
掛
合
村
長
宛
に
届
い
た
回
答
は
、
次

こ
こ



一
第
ニ
―
一
号

氏
神
社
ノ
経
費
ハ
其
氏
子
区
域
内
二
ニ
戸
ヲ
構
ヘ
テ
独
立
生
計
ヲ
為
ス
モ
ノ
即
チ
氏
子
二
課
当
シ
氏
子
ハ
氏
神
社
二
対
ス
ル
本
分
ト

シ
テ
相
当
之
ヲ
負
担
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
候
ヘ
ト
モ
其
氏
子
二
課
当
ス
ル
J
方
法
ハ
協
議
的
二
氏
子
ヲ
シ
テ
快
諾
セ
シ
ム
ル
コ
ト
同
時
ニ

氏
神
ヲ
崇
敬
ス
ル
ノ
念
ヲ
益
々
深
厚
ナ
ラ
シ
メ
氏
神
社
卜
氏
子
ト
ノ
間
ヲ
円
満
二
相
親
和
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
ル
ノ
義
二
有
之
候
然
ル

ニ
往
々
其
方
法
ヲ
誤
リ
強
制
的
二
課
当
シ
テ
氏
子
ノ
感
情
ヲ
害
シ
為
二
氏
神
社
卜
氏
子
ト
ノ
円
満
ヲ
鋏
キ
神
社
ノ
維
持
二
困
難
ス
ル

向
有
之
哉
二
相
聞
へ
候
処
右
ハ
畢
党
神
職
及
氏
子
惣
代
人
二
於
テ
神
社
J
制
度
ヲ
誤
解
セ
ル
結
果
卜
被
存
候
条
其
向
へ
御
注
意
J
上

(79) 

右
様
の
弊
ナ
ク
円
満
二
神
社
J
経
営
ヲ
為
ス
ヘ
キ
様
御
取
計
可
有
之
其
筋
来
照
二
基
キ
此
段
申
進
候
也

こ
れ
に
対
し
て
神
社
側
に
は
、
氏
子
課
当
金
を
「
補
助
ノ
名
義
」
で
村
財
政
よ
り
支
出
す
る
よ
う
請
願
す
る
動
含
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ

は
、
基
本
構
想
と
し
て
は
、
明
治
四
三
年
一
月
十
八
日
付
で
三
重
県
知
事
が
内
務
省
宛
に
出
し
た
、
神
撰
幣
吊
料
供
進
指
定
神
社
の
維
持

経
費
を
地
方
費
を
も
っ
て
支
弁
す
る
こ
と
の
是
非
の
照
会
に
基
づ
い
て
、
波
多
神
社
の
勝
部
健
一
社
掌
お
よ
び
氏
子
代
表
が
波
多
村
長
に

請
願
し
た
も
の
で
（
盟
霜
雙
）
、
そ
の
理
由
は
次
の
と
と
く
で
あ
っ
た
。

氏
子
課
当
金
ハ
毎
年
度
民
産
階
級
位
数
割
戸
数
割
二
準
拠
シ
徴
収
シ
ッ
A

ア
リ
シ
モ
其
徴
収
整
理
中
々
不
容
易
為
メ
ニ
神
社
事
務
J

渋
滞
ヲ
来
シ
不
都
合
不
捗
是
レ
ガ
良
法
ヲ
講
ス
ル
ハ
只
々
神
職
執
務
J
繁
累
ヲ
省
略
ス
ル
ノ
ミ
ニ
止
ラ
ズ
神
社
J
御
発
展
上
二
於
テ

神
社
ト
シ
テ
社
会
二
活
動
ス
ル
上
二
於
テ
稗
益
ス
ル
処
多
大
ナ
ル
ハ
蕪
言
ヲ
要
セ
サ
ル
処
ナ
リ
（
略
）
、
氏
子
ト
シ
テ
神
社
費
ヲ
負

担
ス
ル
モ
等
シ
キ
同
一
人
J
負
担
二
帰
シ
只
形
式
ヲ
異
ニ
シ
ニ
重
J
手
数
ヲ
要
シ
而
モ
神
社
費
ト
シ
テ
徴
収
ス
ル
上
二
於
テ
ハ
別
二

滞
納
処
分
J
方
法
ヲ
具
備
セ
ザ
ル
ガ
故
二
只
々
滞
納
J
悪
慣
ヲ
醸
成
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
或
ハ
我
国
独
特
J
美
風
タ
ル
敬
神
J
道
二
悸

(80) 

ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ

四
〇



一
祭
神
由
緒
不
詳
卜
雖
モ
古
老
J

口
碑
等
二
存
ス
ル
者
ハ
其
旨
ヲ
記
シ

四

神
社
を
村
の
公
的
機
関
と
み
な
そ
う
と
す
る
基
本
的
理
念
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
氏
子
課
当
金
の
円
満
を
欠
い
た
徴
収
の
現
実
が
、
請

三
重
県
の
照
会
に
対
す
る
回
答
は
、
明
治
四
三
年
十
二
月
十
二
日
付
で
神
社
地
方
両
局
長
名
で
出
さ
れ
、
神
撰
幣
吊
料
の
供
進
社
に
対

し
て
、
地
方
財
政
上
余
裕
が
あ
れ
ば
、
そ
の
必
要
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
差
支
え
な
し
、
と
公
費
供
進
の
枠
が
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
は

(81) 

や
が
て
市
お
よ
び
町
村
の
寄
付
ま
た
は
補
助
を
認
め
る
法
律
改
正
へ
と
進
ん
だ
。
飯
石
郡
で
は
、
明
治
四
五
年
五
月
六
日
の
村
長
会
議
に

お
い
て
右
の
方
針
を
確
認
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
大
正
七
年
に
は
神
麒
幣
吊
料
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、
無
格
社
を
除
く
す
べ
て
の

県
社
以
下
の
神
社
に
対
し
て
、
公
益
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
神
社
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
、
そ
の
補
助
は
「
神
社
費
J
経
費
上
不
得
止
場
合
二
限
ル
義
ニ
シ
テ
徒
二
之
J

ミ
ニ
依
頼
ス
ル
如
キ
コ
ト
ナ

(82) 

一
応
は
各
神
社
の
自
主
的
経
営
が
強
調
含
れ
て
い
る
。

明
治
末
期
の
神
社
J
廃
合
は
、
「
由
緒
ナ
キ
矮
小
ノ
村
社
無
格
社
」
に
し
て
神
社
の
体
裁
を
な
さ
ず
、
神
職
も
常
駐
し
て
お
ら
ず
、
祭

り
も
行
わ
れ
ず
、
崇
敬
の
実
も
挙
ら
ぬ
神
社
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
条
件
の
一
っ
―
つ
を
地
域
の
実
態
に
合

わ
せ
て
み
て
い
く
と
、
き
わ
め
て
不
明
確
な
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
由
緒
の
根
拠
や
確
か
さ
は
何
か
、
矮
小
と
か
体
裁
と
は
ど
の
よ

う
な
規
模
や
結
構
を
意
味
す
る
の
か
、
崇
敬
の
実
が
挙
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
い
う
の
か
、
と
い
っ
た
問
い
に
つ
ね
に
明
快
な
定
義
、

基
準
あ
る
い
は
回
答
が
出
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
由
緒
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
二
年
の
明
細
帳
取
調
方
心
得
」
に
、

(83) 

（略）

と
あ
り
、

口
碑
も
文
献
史
料
や
碑
文
等
の
物
的
証
拠
と
同
等
の
価
値
を
も
た
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
信
憑
性
の
判
断
に
関
し
て
、
立
入
っ

た
規
定
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
由
緒
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
不
明
も
し
く
は
確
定
不
能
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
っ

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

キ
様
」
に
と
、

願
理
由
の
一
半
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。



て
、
明
治
政
府
が
古
社
尊
重
の
立
場
か
ら
最
も
重
視
し
た
式
内
社
に
関
し
て
さ
え
、
既
に
行
政
官
は
そ
の
判
定
に
不
干
渉
の
立
場
を
採
ら

滋
賀
県
ヨ
リ
内
務
省
へ
伺
十
年
三
月
十
―
―
一
日

（
略
）
徴
徴
タ
ル
小
社
小
詞
卜
雖
験
式
内
等
ノ
称
呼
ヲ
以
テ
真
偽
ヲ
争
フ
向
賂
敷
有
之
多
ク
ハ
付
会
J
臆
説
二
出
ル
モ
J

ニ
テ
管
庁

(84) 

（略）

社
寺
局
議
案
十
四
年
九
月
三
十
日

（
略
）
然
二
式
内
外
決
定
之
儀
ハ
不
容
易
事
二
付
多
年
遷
延
相
成
居
候
趣
二
候
処
近
来
式
内
社
紛
乱
可
否
之
儀
ニ
ハ
官
ニ
テ
干
渉
不

(85) 

致
事
二
相
定
リ
候
（
略
）

ま
た
、
掛
合
村
に
つ
い
て
み
た
よ
う
に
、
合
祀
さ
れ
た
天
神
社
、
川
上
神
社
、
郡
神
社
に
し
ろ
、
廃
社
さ
れ
た
恵
美
須
神
社
に
し
ろ
、

い
ず
れ
も
毎
年
祭
り
が
続
け
ら
れ
て
い
た
し
、
崇
敬
者
の
組
織
も
存
在
し
て
い
た
。

に
神
社
の
規
模
に
つ
い
て
も
、
明
治
十
三
年
の
掛
合
村
の
明
細
帳
に
記
さ
れ
た
も
の
に
よ
れ
ば
、
無
格
社
の
ま
ま
存
置
さ
れ
た
松
尾
の
稲

荷
神
社
は
、
合
祀
さ
れ
た
川
上
神
社
や
郡
神
社
に
比
べ
て
、
境
内
地
面
積
お
よ
び
本
殿
の
規
模
と
も
小
さ
か
っ
た
。
維
持
方
法
の
問
題
に

つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
こ
と
は
、
恵
美
須
神
社
の
例
を
引
け
ば
よ
か
ろ
う
。
し
て
み
る
と
先
の
条
件
は
、

で
あ
っ
て
、
合
祀
の
真
意
は
、
神
社
を
間
引
い
て
新
し
い
生
活
圏
も
し
く
は
精
神
的
連
帯
の
新
し
い
サ
ー
ク
ル
を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
、
と
み
る
べ
合
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
新
た
な
公
共
の
観
念
の
確
立
を
目
指
す
も
の
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

思
え
ば
、
明
治
期
に
お
け
る
神
社
政
策
の
発
端
は
、
神
社
の
公
共
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
含
る
。
そ
れ
は

石
川
県
ヨ
リ
延
喜
式
内
社
寺
確
定
方
之
儀
二
付
伺

一
於
テ
其
由
緒
甲
乙
ヲ
判
定
ス
ル
義
ハ
最
モ
難
事
ト
ス

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
左
の
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
崇
敬
の
実
も
挙
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

い
わ
ば
表
向
告
の
も
の

四



指
令
十
二
年
十
一
月
十
四
日

を
含
め
て
—
ー
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
以
上
の
こ
と
は
差
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

一
方
で
は
神
職
の
世
襲
を
廃
し
た
こ
と
、
並
び
に
衰
退
永
続
維
持
難
渋
の
神
祠
の
廃
合
お
よ
び
私
邸
内
自
祭
神
祠
へ
の
衆
庶
参
拝
の
禁

つ
ま
り
は
公
共
的
祭
祀
を
既
に
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
、
お
よ
び
も
と
も
と
公
共
性
を
も
た
ぬ
神
詞
の
排
除
に
現
わ
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
他
方
で
は
神
社
創
建
の
許
可
条
件
に
も
窺
い
知
ら
れ
る
。
即
ち
明
治
十
二
年
十
月
二
八
日
付
の
長
崎
県
よ
り
内
務
省
へ
の
伺
と
後
者

一
数
名
信
仰
人
ア
リ
公
有
地
へ
神
祠
仏
堂
創
建
願
出
一
般
社
寺
ニ
ハ
難
比
候
得
共
人
民
J
自
由
二
任
セ
聞
届
可
然
哉
（
略
）(86) 

第
二
条
信
仰
人
二
人
以
上
有
之
出
願
候
向
ハ
渾
テ
十
一
年
当
省
乙
第
五
十
七
号
達
（
証
国
畔
麟
）
第
一
条
二
準
シ
取
調
フ
ヘ
シ

こ
の
公
共
の
観
念
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
か
、
は
い
ま
さ
し
当
り
論
じ
う
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
こ
で

は
そ
の
観
念
が
、
神
社
政
策
お
よ
び
宗
教
政
策
一
般
の
底
流
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
ー
海
外
神
社
の
創
建
や
治
安
対
策
の
問
題

右
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
明
治
末
期
の
神
社
整
理
政
策
は
、
明
治
四
三
年
に
一
段
落
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
神
社
整
理
の
狙
い
は
国

民
的
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
神
社
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

い
機
能
的
内
容
の
規
定
が
付
随
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
明
治
四
四
年
に
は
、
『
神
社
施
設
二
関
ス
ル
参
考
資
料
』
と

題
し
た
小
冊
子
が
作
成
、
配
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
は
神
社
が
社
会
的
施
設
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
家
庭
生
活
お
よ
び

学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
、

い
か
に
し
て
神
社
を
介
し
て
国
民
の
敬
神
思
想
を
涵
養
す
べ
含
か
が
説
か
れ
て
い
る
。

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

六

の
指
令
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

止、

お

わ

り

に

そ
れ
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
神
社
の
新
し



ま
ず
、
家
庭
生
活
の
場
に
お
い
て
は
、
家
庭
ご
と
に
神
棚
を
設
置
し
て
礼
拝
す
る
こ
と
、
誕
生
、
成
年
、
結
婚
、
就
業
な
ど
の
含
い
の

通
過
儀
礼
の
折
に
は
、
神
社
に
お
い
て
奉
告
祭
を
営
む
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
就
学
年
齢
児
童
を
対
象
と
す
る
勧
学
祭
、
成

年
祭
、
入
営
帰
郷
奉
告
祭
を
神
社
に
お
け
る
「
国
民
共
通
の
公
共
的
式
典
」
と
す
べ
き
こ
と
、
戦
勝
や
「
日
韓
併
合
」
の
「
公
事
奉
告

(88) 

祭
」
を
執
行
す
る
こ
と
が
地
域
社
会
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
次
に
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
修
身
、
歴
史
お
よ
び
地
理
の
授
業
を
通

じ
て
、
神
社
の
本
質
お
よ
び
由
来
を
学
習
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
「
目
と
耳
と
に
依
り
生
徒
を
し
て
神
社
に
関
す
る
観
念
を
浮
か
ら
し
む

(89) 

る
」
た
め
に
、
例
祭
へ
の
児
童
の
正
式
参
拝
、
講
話
、
修
学
旅
行
や
遠
足
の
さ
い
の
神
社
参
詣
、
神
前
で
の
脱
帽
励
行
の
ほ
か
、
環
境
整

(90) 

備
の
一
環
と
し
て
校
内
に
伊
勢
神
宮
や
敬
神
の
態
度
を
描
い
た
絵
画
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
も
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
続
い
て
大
正
三
年
に
は
、
勅
令
第
十
号
に
よ
り
『
官
国
幣
社
以
下
神
社
祭
祀
令
』
が
定
め
ら
れ
、
「
国
家
の
宗
担
」
の
形
式
が

整
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
に
、
祭
祀
そ
の
も
の
の
様
式
・
作
法
の
画
一
化
が
ま
ず
も
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
宗

教
史
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
祭
り
の
再
編
、
つ
ま
り
祭
り
の
新
し
い
分
類
と
序
列
化
も
見
逃
が
さ
れ
え
な
い
。
即
ち
「
神
祀
ハ
大
祭
中
祭

小
祭
ト
ス
」
と
し
て
三
分
さ
れ
、
大
祭
に
は
祈
年
祭
、
新
嘗
祭
、
例
祭
、
遷
座
祭
が
、
中
祭
に
は
歳
旦
祭
、
元
始
祭
、
紀
元
節
祭
、
天
長

節
祭
、
神
社
二
特
別
J
由
緒
ア
ル
祭
祀
が
そ
れ
ぞ
れ
当
て
が
わ
れ
、
そ
れ
以
外
の
も
の
が
小
祭
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
。

こ
の
規
定
に
沿
っ
て
島
根
県
で
は
八
月
十
四
日
付
で
訓
令
を
出
し
、
各
地
の
神
社
の
「
特
別
二
由
緒
ア
ル
祭
祀
」
並
び
に
小
祭
を
届
出

さ
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
入
間
の
八
重
山
神
社
の
場
合
に
は
、
年
に
二
度
の
例
祭
（
四
月
と
九
月
）
の
う
ち
秋
の
も
の
を
中
祭
と
し
、

そ

の
ほ
か
「
国
家
皇
室
J
重
大
事
件
二
付
臨
時
奉
幣
大
祭
仰
出
サ
レ
ル
場
合
（
例
ハ
宜
戦
奉
告
祭
、
戦
捷
祈
念
戦
勝
奉
賽
及
御
慶
事
奉
告
御

平
癒
祈
願
等
）
及
遷
座
祭
ヲ
中
心
ト
ス
ル
諸
祭
、
地
鎮
祭
、
柱
建
祭
、
上
棟
祭
、
新
殿
祭
並
二
豊
饒
祭
」
を
も
中
祭
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
小
祭
に
か
ぞ
え
ら
れ
た
の
は
、
「
毎
月
十
三
日
の
月
次
祭
、
節
分
祭
、
例
祭
前
夜
祭
、
除
夜
祭
」
お
よ
び
「
蟷
除
祭
、

四
四



(
2
)
 

(3) 

(
4
)
 

ー

四
五

そ
の
土
地
の
伝
統
や
、
そ
こ
で
の
生
産
に
直
結
す
る
祭
儀
が
そ
の
下
位
に
置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、

(93) 

記
録
の
残
っ
て
い
る
入
間
の
天
満
宮
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
。

い
ま
一
っ

こ
う
し
た
祭
祀
の
再
編
お
よ
び
変
貌
が
地
域
住
民
の
信
仰
意
識
や
神
観
念
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
と
い
う
、
ま
含
し
く
宗

教
史
の
中
心
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
含
ず
、
新
た
な
観
点
と
方

法
の
も
と
で
探
求
す
べ
き
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
神
々
の
中
に
は
、
政
治
権
力
に
逆
ら
っ
て
移
動
を
拒
否
し
続
け
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
い
っ
た
ん
廃
社
の
憂
含
目
に

遭
い
な
が
ら
、
長
い
歳
月
の
の
ち
に
、
人
々
の
消
え
や
ら
ぬ
信
仰
の
火
種
に
よ
り
、
再
び
蘇
っ
た
神
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
の
永

続
性
も
し
く
は
不
変
性
の
確
拠
を
追
求
す
る
こ
と
も
新
し
い
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
貴
重
な
示
唆
を
得
た
も
の
と
し
て
次
の
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

森
岡
清
美
「
明
治
末
期
に
お
け
る
集
落
神
社
の
整
理
ー
ー
三
重
県
下
の
合
祀
過
程
と
そ
の
結
末
|
|
」
（
「
東
洋
文
化
」

40)
昭
和
四
一
年
―
―
一
月
。

以
下
で
本
論
文
を
引
用
す
る
さ
い
に
は
、
「
森
岡
A
」

と

表

記

す

る

。

』

森
岡
清
美
「
明
治
末
期
に
お
け
る
集
落
神
社
の
整
理
②
ー
ー
そ
の
全
国
的
経
緯
ー
ー
」
東
京
教
育
大
学
文
学
部
「
社
会
科
学
論
集
」

16)
昭
和
四

四
年
一
二
月
。
以
下
で
本
論
文
を
引
用
す
る
さ
い
に
は
、
「
森
岡
B
」
と
表
記
す
る
。

米
地
実
「
村
落
祭
祀
と
国
家
統
制
」
御
茶
の
水
書
房
、
昭
和
五
二
年
一
月
。

西
垣
睛
次
「
国
家
神
道
と
地
域
神
社
」
（
五
来
重
他
編
『
講
座
日
本
の
民
俗
宗
教
」

1
)
弘
文
堂
、
昭
和
五
四
年
九
月
。

千
葉
正
士
「
祭
り
の
法
社
会
学
」
弘
文
堂
、
昭
和
四
五
年
三
月
。

米
地
、
前
掲
書
三
一
六
頁
。

八
重
山
神
社
で
、
そ
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
本
文
で
ふ
れ
る
。

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
、

32
、
島
根
県
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
四
年
三
月
、
に
よ
る
。

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

(92) 

風
鎮
祭
、
睛
祈
祭
、
祈
雨
祭
」
と
い
っ
た
臨
時
祭
で
あ
っ
た
。

一
見
し
て
国
家
的
祭
祀
と
神
社
そ
の
も
の
に
関
す
る
祭
祀
が
重
視
さ
れ
、
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(
8
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(
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―
二
九
頁
。
）
。

日
本
古
典
文
学
大
系
2
、
風
土
記
、
岩
波
書
店
、
昭
和
一
―
―
―
―
一
年
四
月
、
ニ
―
八
、
ニ
―
九
頁
。

堀
一
郎
著
作
集
第
四
巻
、
未
来
社
、
昭
和
五
六
年
六
月
、
二
六

0
ー
ニ
六
一
頁
。

同
書
‘
-
―

10四
頁
。

日
本
古
典
文
学
大
系
2
、
風
土
記
、
ニ
―
七
頁
、
訓
み
は
同
書
に
よ
る
。

同
書
ニ
―
七
頁
、
傍
点
引
用
者
。

同
書
、
一

0
三
頁
、
意
宇
郡
の
項
に
、
「
意
宇
の
社
に
御
杖
衝
き
立
て
て
、
「
お
ゑ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
意
宇
と
い
ふ
。
」
と
あ
る
。

同
書
、
一

0
三
ー
一

0
四
頁
、
原
文
「
天
壁
立
廻
」
で
あ
る
。

な
お
明
治
十
年
四
月
1

1

―
―
一
日
付
の
島
根
県
よ
り
内
務
省
へ
の
伺
に
は
、

一
区
二
両
社
ア
リ
祭
神
並
勧
請
年
代
氏
子
区
内
ノ
崇
敬
等
甲
乙
ナ
キ
モ
最
前
成
績
二
照
シ
甲
ハ
郷
社
乙
ハ
村
社
卜
相
定
メ
乙
社
二
於
テ
ハ
頻
二
苦

、
、
、
、
、
、
、
、

情
相
発
居
候
向
有
之
右
様
甲
乙
ナ
キ
ハ
一
区
二
郷
社
併
立
叉
ハ
郷
社
ヲ
省
キ
村
社
ノ
ミ
相
定
置
候
テ
モ
不
若
候
哉
（
傍
点
引
用
者
）

と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
内
務
省
か
ら
は
「
伺
ノ
通
」
と
い
う
指
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
社
格
決
定
に
対
す
る
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
そ
れ
に
こ
の
内
務
省
の
指
令
そ
の
も
の
が
、
明
治
四
年
の
「
郷
社
定
則
」
に
忠
実
に
従
っ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

な
お
、
右
の
伺
お
よ
び
指
令
は
、
内
閣
記
録
局
編
、
法
規
分
類
大
全
、
第
二
六
巻
、
社
寺
門
（
覆
刻
版
、
原
書
房
、
昭
和
五
四
年
七
月
）
一
四
七

頁
に
よ
る
。
以
下
で
本
書
を
引
用
す
る
さ
い
に
は
、
「
法
規
分
類
」
と
表
記
す
る
。

法
規
分
類
、
九
五
ー
九
六
頁
。

明
治
四
年
八
月
十
九
日
「
大
蔵
省
事
務
章
程
節
録
」
に
お
い
て
、
「
淫
祠
及
無
檀
無
住
ノ
寺
院
ヲ
廃
ス
ル
事
」
が
同
省
の
「
専
任
処
置
ス
ル
ヲ
得
ヘ

キ
」
条
項
と
さ
れ
た
（
法
規
分
類
、
四
六
頁
。
）
。

法
規
分
類
、
八
一
頁
。
こ
の
消
極
的
定
義
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
「
所
由
」
と
は
い
か
な
る
根
拠
の
も
の
を
指
す
か
、
ま
た
「
霊
祠
」
の
「
霊
」
と

は
い
か
な
る
意
味
か
、
と
穿
竪
し
て
い
く
と
、
甚
だ
不
明
確
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
今
般
教
部
省
被
置
候
二
付
テ
ハ
左
ノ
件
件
願
伺
等
総
テ
同
省
へ
可
差
出
事
（
略
）
「
社
寺
廃
立
及
詞
官
僧
徒
等
級
格
式
等
ノ
事
」
（
法
規
分
類
、
四

九
頁
。
）
。

法
規
分
類
、
五

0
頁。

教
部
省
伺
、
明
治
五
年
六
月
七
日
（
法
規
分
類
、

法
規
分
類
、
一
1

一
九
頁
。

同
書
、
一
四

0
ー
一
四
一
頁
。

四
六



29 28 
._, . ー'

27 26 (21) 

(22) 
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(24) 

(25) 

同
書
、
一

0
五
頁
。

同
書
、
一
―
―
七
頁
（
傍
点
引
用
者
）
。

同
書
、
六
三
ー
六
四
頁
。

同
書
、
二

0
九
頁
。

こ
の
区
に
は
他
に
、
現
在
は
吉
田
村
に
属
す
を
吉
田
村
と
民
谷
宇
山
村
お
よ
び
現
一
＿
一
刀
屋
町
の
一
部
を
な
し
て
い
る
須
所
村
・
坂
本
村
の
両
村
が
含

ま
れ
て
い
た
。

同
書
の
表
紙
に
「
星
野
大
属
殿
御
巡
回
之
即
五
月
廿
八
日
差
出
ス
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
関
連
し
て
「
神
詞
解
除
届

書
」
も
作
成
さ
れ
、
そ
の
表
紙
に
は
「
六
月
十
五
日
進
達
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
取
調
帳
」
、
「
受
書
」
お
よ
び
「
届
書
」
の
―
―
一
点
は
「
明

治
七
年
、
神
詞
堂
庵
解
除
合
祀
一
途
、
第
二
十
八
区
」
の
表
紙
の
も
と
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
掛
合
村
で
無
格
社
と
し
て
存
置
さ
れ
た
神
社
の
規
模
を
明
細
帳
（
明
治
十
三
年
調
）
で
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

河
上
神
社
境
内
ニ
ニ
坪
八
合
本
殿
四
尺
四
方
拝
殿
桁
行
一
間
半
梁
一
間

恵
美
須
社
境
内
三
麓
石
殿
一
尺
四
方

天
満
宮
境
内
百
九
坪
五
合
七
勺
本
殿
三
尺
四
方
拝
殿
桁
行
一
間
半
梁
一
間

速
玉
社
境
内
六
十
坪
五
合
五
勺
本
殿
四
尺
四
方
拝
殿
桁
行
一
間
半
梁
一
間

稲
荷
社
境
内
二
九
坪
二
合
九
勺
社
殿
一
一
一
尺
四
方

教
部
省
達
、
明
治
九
年
十
二
月
十
五
日
達
書
第
三
八
号
府
県
（
法
規
分
類
、
一
五
一
頁
）
。

請
願
伺
届
、
明
治
十
年
一
月
よ
り
、
第
廿
八
区
。
な
お
、
伺
書
は
次
の
通
り
。

自
祭
神
祠
祭
日
参
拝
之
義
御
伺

本
区
吉
田
町
田
部
長
右
衛
門
宅
地
内
二
御
垣
社
卜
唱
ヒ
祭
神
庄
喧
写
廷
虹
合
併
ノ
祠
有
之
専
ラ
庶
民
信
仰
ノ
神
胴
二
候
得
共
宅
地
籠
内
鎮
座
ニ

テ
乎
日
他
ヨ
リ
参
詣
不
相
成
本
人
及
付
属
雇
人
而
已
参
拝
建
物
修
繕
祭
祀
等
勿
論
長
右
衛
門
ノ
自
弁
二
有
之
年
々
予
メ
転
疇
暉
六
八
月
八
日
祭

日
ト
シ
テ
神
官
雇
入
或
ハ
自
己
二
敬
祭
尚
祭
日
変
換
等
適
宜
取
計
来
候
処
祭
日
ニ
ハ
神
賑
ト
シ
テ
邸
内
二
於
テ
衣
類
器
具
等
ヲ
以
テ
所
々
景
様
亦

ハ
人
民
閲
見
風
儀
ヲ
改
ル
後
鑑
卜
可
相
成
種
々
容
荘
覧
物
致
シ
夜
二
入
候
テ
ハ
数
十
竿
ノ
神
灯
ヲ
照
ツ
一
家
ノ
祭
典
致
シ
候
就
テ
ハ
近
傍
ヨ
リ
参

詣
之
徒
モ
御
座
候
処
祭
日
卜
雖
モ
建
物
共
有
ニ
シ
テ
伺
済
ノ
神
詞
二
無
之
テ
ハ
衆
庶
参
拝
不
相
成
候
哉
一
己
持
タ
リ
ト
モ
祭
日
二
限
リ
参
詣
尚
荘

覧
物
等
不
苦
儀
二
御
座
候
哉
本
年
甲
第
百
九
号
御
布
達
有
之
御
成
規
二
悸
リ
候
テ
ハ
不
相
済
依
テ
人
民
説
論
ノ
都
合
モ
有
之
心
得
ノ
為
メ
此
段
御

伺
候
也明

治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

四
七
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以
上
は
「
諸
願
伺
届
、
明
治
十
年
一
月
ョ
リ
、
第
二
十
八
区
」
に
よ
る
。

素
壼
嗚
命
、
稲
田
姫
尊
他
を
祭
神
と
す
る
。

直
江
広
治
「
屋
敷
神
の
研
究
」
、
吉
川
弘
文
館
（
昭
和
四
一
年
）
昭
和
四
七
年
一
＿
一
月
、
三
六
九
頁
。

荒
神
が
土
地
神
と
み
な
さ
れ
る
も
う
―
つ
の
証
拠
は
、
奉
斎
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
の
交
替
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
新
し
い
所
有
者
に
引
継
が
れ
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
な
お
、
和
歌
森
太
郎
編
「
西
石
見
の
民
俗
」
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
七
年
三
月
、
第
二
章
、
森
神
信
仰
（
直
江
広
治
）
を
も

参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
種
の
信
仰
は
き
わ
め
て
多
く
、
従
っ
て
や
む
を
得
ず
木
を
伐
る
と
き
に
は
、
い
っ
た
ん
他
の
木
に
荒
神
を
ま
つ
り
か
え
た
り
、
神
か
ら
木
を
貰

い
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
岡
義
重
「
八
束
郡
諸
方
荒
神
聞
書
」
（
山
陰
民
俗
学
会
「
山
陰
民
俗
」

4
)
昭
和
二
九
年

十
一
月
、
―

1
0頁
、
お
よ
び
和
歌
森
太
郎
、
前
掲
書
、
一
九
九
頁
参
照
。
）
。

た
だ
し
こ
の
類
型
は
、
神
社
と
そ
の
機
能
ー
ー
た
と
え
ば
祭
り
の
意
味
や
内
容
ー
ー
か
ら
見
た
場
合
に
ほ
、
同
一
神
社
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
と
い

う
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

明
治
八
年
七
月
廿
九
日
島
根
県
達
甲
一
―

10七
号
。

た
と
え
ば
明
治
十
―
―
一
年
に
狭
長
神
社
で
は
、
社
殿
修
理
の
た
め
十
月
十
九
・
ニ
十
日
の
例
祭
が
執
行
で
き
ず
、
日
延
べ
を
し
た
が
、
そ
れ
を
願
出
た

の
が
十
月
ニ
―
日
で
あ
っ
た
た
め
、
注
意
処
分
を
受
け
て
い
る
（
神
社
祭
日
神
賑
届
）

明
治
六
年
教
部
省
達
第
二
六
号
。

神
社
祭
日
神
賑
届
、
明
治
十
四
年
十
一
月
一
日
。

明
治
九
年
九
月
―
一
日
県
達
甲
二
六
三
号
。

神
社
祭
日
神
賑
届
、
明
治
十
六
年
十
月
十
一
＝
日
。

願
伺
書
指
令
絡
（
波
多
村
役
場
）
、
神
社
祭
日
神
賑
届
、
諸
願
伺
届
留
。

社
寺
部
雑
款
（
波
多
村
）
自
明
治
二
二
年
至
二
四
年

勅
令
第
二
二
号
。

庶
第
九

0
五
号
。

森
岡
B
、
四
頁
。

明
治
二
八
年
一
月
二
八
日
、
八
重
山
神
社
付
属
箭
島
講
社
規
則
増
加
願
副
申
書
に
よ
る
。
ま
た
元
禄
十
二
年
己
卯
九
月
の
遷
宮
記
録
に
「
当
村
一
本

立
之
社
二
御
座
候
」
と
あ
る
。

四
八
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四
九

同
講
社
規
約
、
前
出
副
申
書
。

社
寺
部
雑
款
（
波
多
村
）
自
明
治
二
五
年
至
二
四
年
。

同
会
規
則
。

社
寺
部
雑
款
（
波
多
村
）
自
明
治
二
五
年
至
二
九
年
。

波
多
神
社
忠
愛
講
社
規
約
。

「
掛
合
村
誌
」
、
一
四
四
ー
一
四
五
頁
。

社
寺
部
例
規
、
波
多
村
役
場
。

神
職
の
俸
給
額
に
つ
い
て
は
、
既
に
七
月
二
七
日
付
飯
石
郡
一
第
一
―
一
号
で
次
の
よ
う
に
訓
示
さ
れ
て
い
る
。

郷
社
以
下
神
社
ノ
神
職
俸
給
額
ハ
地
方
ノ
状
況
二
依
リ
一
定
シ
能
ハ
サ
ル
ヘ
キ
モ
神
職
ヲ
シ
テ
体
面
ヲ
維
持
シ
誠
心
誠
意
神
明
二
奉
仕
七
ジ
ム
ル

ニ
足
ル
ヘ
キ
程
度
二
於
テ
給
与
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
候
条
左
ノ
標
準
二
依
リ
協
定
セ
シ
メ
ラ
ル
ヘ
シ

（略）

一
社
司
ハ
年
俸
金
百
弐
拾
円
社
掌
ハ
年
俸
金
百
円

一
、
兼
務
社
司
社
掌
ニ
ハ
前
項
金
額
ノ
十
分
ノ
一
マ
デ
減
額
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
（
社
寺
部
例
規
、
波
多
村
役
場
）

森
岡
B
、
五
七
ー
五
九
頁
。

内
務
省
令
第
一
九
号
。
な
お
大
正
三
年
に
は
金
額
が
増
額
さ
れ
る
と
と
も
に
、
祈
年
祭
お
よ
び
新
嘗
祭
に
も
供
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
内
務
省

令
第
二
四
号
）
。

社
寺
例
規
、
波
多
村
役
場
。

郷
村
社
例
式
、
明
治
四
十
年
（
同
四
五
年
改
正
）
。

大
正
九
年
九
月
六
日
波
多
村
青
年
団
長
桐
原
作
右
衛
門
よ
り
波
多
村
長
宛
の
申
出
書
。

島
根
県
内
務
部
長
通
牒
、
大
正
九
年
十
一
月
十
九
日
、
学
第
一
一
＿
八
一
―

-0号。

社
寺
部
雑
款
（
波
多
村
）
自
大
正
六
年
至
十
年
。

神
社
祭
日
神
賑
届
゜

有
泉
貞
夫
「
明
治
国
家
と
民
衆
統
合
」
（
「
岩
波
講
座
日
本
歴
史
」

17
、
近
代
4
)
岩
波
書
店
、
昭
和
五
一
年
十
二
月
、
1

1

1

1

―
＿
頁
以
下
。

「
松
笠
村
事
蹟
」

部
落
有
林
野
の
統
合
と
神
社
合
祀
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
森
岡
清
美
氏
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
（
森
岡
A
、
九
ー
一

0
頁）。

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響
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一
ー
八
頁
。

社
寺
部
例
規
、
波
多
村
役
場
。

神
社
祭
日
神
賑
届
゜

同
右
史
料
。
な
お
天
満
宮
は
そ
の
後
、
移
転
を
取
消
し
て
狭
長
神
社
へ
の
合
祀
に
切
換
え
た
。

以
上
は
現
地
で
の
聴
取
調
査
に
よ
る
。

地
鎮
祭
願
、
大
正
七
年
六
月
三
十
日
（
社
寺
部
雑
欺
（
波
多
村
）
自
大
正
六
年
至
十
年
）
。

社
寺
部
雑
款
（
波
多
村
）
自
明
治
四
五
年
至
大
正
五
年
。

現
地
で
の
聴
取
調
査
に
よ
る
。

祭
日
変
更
願
（
庶
務
部
社
寺
綴
、
松
笠
村
役
場
）

現
地
で
の
聴
取
調
査
に
よ
る
。

明
治
八
年
の
祭
日
調
で
は
「
恵
美
須
社
」
と
称
し
て
い
る
の
で
、
改
称
は
明
治
七
年
六
月
の
合
祀
が
行
わ
れ
た
時
期
か
ら
こ
の
祭
日
調
ま
で
の
問
に

な
さ
れ
た
も
の
か
（
神
社
祭
日
神
賑
届
）
。

「
掛
合
村
誌
」
、
一
五
八
頁
お
よ
び
神
社
祭
日
神
賑
届
゜

神
社
祭
日
神
賑
届
゜

社
寺
部
例
規
、
波
多
村
役
場
。

社
寺
部
雑
款
（
波
多
村
）
自
明
治
四
十
年
至
四
四
年
。

森
岡
B
、
一
―
一
頁
。

庶
第
五

0
八
号
、
大
正
七
年
六
月
十
九
日
（
社
寺
部
例
規
、
波
多
村
役
場
）
。

内
務
省
達
乙
第
三
十
一
号
府
県
沖
縄
県
除
之
（
法
規
分
類
、
一
七
九
頁
）
。

法
規
分
類
、
一
四
七
頁
。

同
書
、
一
九

0
頁。

同
書
、
一
五
二
頁
。

森
岡

B
‘
1
0
1――ー一

0
五
頁
。

「
神
社
施
設
二
関
ス
ル
参
考
資
料
」
、

同
資
料
、
一

0
頁。

同
資
料
、
九
ー
一

0
頁。

五
〇
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(92) 

(93) 

「
神
社
祭
祀
令
並
祭
式
」
、
ニ
ー
三
頁
。

社
寺
部
雑
款
（
波
多
村
）
自
明
治
四
五
年
至
大
正
五
年
。

同
史
料
。

明
治
期
に
お
け
る
神
社
の
廃
合
の
経
過
と
影
響

五
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別

格
禁

来

候

允
当
二
全
ル
ノ
分

其
已
下
ハ
御
社
ニ

体
裁
に
聞
す
る

寺
院
ノ
創
立
創
立
再
興

別

格
板
垣
宇
三
郎

火

宋

社

天

準

宮

別
格
社
以
外

無
檀
無
住
ノ
堂
庵

岡
田
敬
吉
氏
近
く

天
王
卜
称
ス
所

崇

り

神

嗽

止

め

別

格

内
容
に
開
し
て

御
社
狭
長
神
社

別

格

道
徳
慈
善
ノ
道
験
諭
シ

社
屋
に
対
す
る

努
力
に
の
み
倍
さ
れ
る

波
多
野
神
社

誤

指

令

終

神
社
禁
日
神
賑
届

別
格
と
合
祀

別

格

狭
長
神
神
へ
合
祀

表

列

格
祭

来

候

允
当
二
出
ル
ノ
分

其
已
下
ハ
郷
社
ニ

体
裁
に
関
す
る

寺
院
ノ
創
立
再
興

列

格
板
垣
卯
三
郎

火

守

社

天

満

宮

列
格
社
以
外

無
檀
無
住
の
堂
庵

岡
田
敬
吉
氏
宅
近
く

天
王
卜
称
ス
ル
所

祟

り

神

咳

止

め

列

格

内
容
に
関
し
て

郷
社
狭
長
神
社

列

格

道
徳
慈
善
ノ
道
ヲ
諭
シ

社
会
に
対
す
る

努
力
に
の
み
任
さ
れ
る

波
多
神
社

正

指

令

絡

神
社
祭
日
神
賑
届

列
格
と
合
祀

列

格

狭
長
神
社
へ
合
祀
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明
細
帳
取
調
方
心
得
」

小
祠
卜
雖
験
式
内

観
念
を
浮
か
ら
し
む

「
国
家
の
宗
祀
」

「
神
社
ハ
大
祭

不
変
性
の
確
拠

最
前
成
績
二
照
シ

属
す
を
吉
田
村

種
々
容
荘
覧
物

誤

促

進

社

維
持
費
本
金

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
る

御
社
の
場
合

御
社
狭
長
神
社

七
ケ
年
間
二
基
本
財
産
ヲ
作
ル

郡
役
書
に

神
社
ノ
尊
厳
を

能
ハ
サ
ル
モ
の
及

で
あ
っ
た
、
詳
し
い

議
論
が
出
な

天
神
社
と
狭
長
神
社

波
多
野
大
字
入
閥

神
社
復
旧
ノ
望
み

右
様
の
弊
ナ
ク

氏
子
ト
シ
テ
神
社
費
ヲ
負
担
ス

ル
モ
等
シ
キ

正

供

進

社

維
持
資
本
金

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る

郷
社
の
場
合

郷
社
狭
長
神
社

七
ケ
年
間
に
基
本
財
産
を
作
る

郡
役
所
に

神
社
ノ
尊
厳
ヲ

能
ハ
サ
ル
モ
ノ
及

で
あ
っ
た
。
詳
し
い

結
論
が
出
な

天
神
社
を
狭
長
神
社

波
多
村
大
字
入
間

神
社
復
旧
の
望
み

右
様
ノ
弊
ナ
ク

氏
子
ト
シ
テ
神
社
費
ヲ
負
担
ス

ル
モ
村
民
ト
シ
テ
村
費
ヲ
負
担

ス
ル
モ
等
シ
キ

「
明
細
帳
取
調
方
心
得
」

小
祠
卜
雖
モ
式
内

観
念
を
深
か
ら
し
む

「
国
家
ノ
宗
祀
」

「
祭
祀
ハ
大
祭

不
変
性
の
根
拠

最
前
成
規
二
照
シ

属
す
る
吉
田
村

種
々
形
容
荘
覧
物



The Processes and the Influences of the 

Consolidation of the Shinto 

Shrines in the Meiji Era 

Toshimaro HANAZONO 
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After the Imperial Restoration, the government undertook the 
reformation of Shintoism or the transformation of the traditional worship 
of the Shinto shrines as a part of the modernization of the political and 
social systems of this country. Especially the consolidation and the 
abolition of the shrines had the direct and profound influences on the 
people's religious life. ·This paper aims to trace the processes of the carrying 
out of that policy and to analyse its influences, focusing on a mountain 
village, named Kakeya-cho in Shimane Prefecture. The following reasons 
allowed me to select this place: (1) a good many of the data, above all 
the official documents of the consolidation could be gained, (2) the con­
solidation had a considerable impact on the religious life, (3) the various 
responses to that policy were found, (4) it is expected to be analysed some­
thing "typical." 

There were two peaks of the consolidation. The one was in the early 
years and the other was in the last years of the Meiji era. 

(1) Early in that era, as a rule, the small shrines having no worshipper
and no cult were prescribed to be ershrined to the nearest shrine which was 
qualified as Gosha (a city- or district-shrine) or Sonsha (a village-shrine). 
But, in fact, many small shrines, though they had worshippers and cult, 
were consolidated. These shrines were labelled as "unorthodox" and 
removed as unsuitable objects for the national cult. 

But of these shrines some were resurrected soon officially or unofi.cially, 
where such gods had been enshrined that were believed to cause illness or 
future troubles, called Ten-no-san and Kazin. 

(2) At the close of the Meiji era, after the Russo-Japanese war, one of
the urgent necessities of this country was the establishment of the national 
unity—, of course, from the standpoint of men of power. So it seemed to 
be indispensable to do away with the traditional "sectionalism" or in­
sularism which had separated communities and isolated each community. 
And the shrine of each community was taken as a symbol of the unity of the 
community or a idol of the sectionalism. Thus, the consolidation of the 
shrines began again under the slogan "one shrine a village". In 1906—1910 
the number of the shrines of Kakeya-cho had decreased from 23 to only 9. 
From 1874 to 1910, 87% of the shrines were abolished. Many people 
were depressed. Some founded secretly a new shrine and held a cult, some 
established the memorial day of the ershrining, and some cursed the 
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prompter of the consolidation and believed his sudden death as the punish­
ment of god who was enshrined. 

As the result of this policy, the idea of gods had also changed. The 
local gods who brings a good harvest and cures diseases becomes now the 
national god who guards the country and brings warriors good luck in war. 
And the rituals were standardized and authorized by the attendance of 
the chief of the local administration. 

Since 1945, several shrines revived and their gods came back. Several 
gods have been newly enshrined. The persistence of the belief and the 
acceptance of new gods coexist. The study of such a complex situation 
exceeds the scope of the present task. 

The Application of the Theory of Pram五i;ia

in the S五rp.khya school 

Honshu NAKAI 

No matter what Isvarak:r�I.J.a, the author of the 5玩khyakarika, has 
intended, among the commentators on the Sanikhyakiirika, it is only the 
author of the Yukt械ipika that has applied the theory of prama9a, on its 
structure, to the epistemology as a cognitive process. 

The author of the Yuktidipika applies the concept of prama.I).a (pra­
tyak�a) to the function of buddhi, and the concept of prama.I).aphala to 
the theory of bhoga for Puru�a. The former is an unconscious (acetana) 
process, but the latter is a conscious (cetana). 

Though Vacaspatimisra, in his Tattvakaumudi, adopts the same as 
the one of the Yuktidipika, he fails for application of the concept of pramaI).a 
to the function of buddhi, and thinks that the concept of prama.I_l.aphala and 
the theory of bhoga for Puru忠a have the different roles, namely, a perceptive 
cognition and an experience of pleasure and sufferings (sukhadul)khanubh­
ava) respectively. 

Then, how does pramaIJ.aphala take place ? 
Avalokitavrata, in his Praj瓶炉adipatぅka, a commentary on the 

Praj瓶炉adipa-mulamadhyamakavrtti of Bhavaviveka, presents a Sarµ­
khya theory that consciousness (cetana) in potentiality is transformed into 
consciousness in manifestation on the case of a perceptive cognition. 

On explaining pramaI.J.aphala, Vacaspatimisra and Vijiianabhik�u make 
use of the reflection-theories. Vacaspatimisra, in his Tattvavaisaradi, a 
commentary on the Yogabhii$ya, perhaps in his Tattvakaumudi, too, 
asserts that pramaI).aphala takes place in consciousness reflected in 
buddhi. On the other hand, Vij iianabhik�u explains in his Yogavarttika, a 
commentary on the Yogabhii$ya, as follows. The function of buddhi 




